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蓄
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ブ
ロ
レ
タ
リ
フ
に
取
て
破
滅
の
原
因
で
あ
る
競
爭
原
理
は
"
ブ
ラ
ン
に
據
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
日
ア
ジ
ィ
に
取
て
も
亦
同
様
に
沒
落
の
原 

因
た
る
べ
^
も

の

，
で

あ

，る

-°
ブ
ラ
シ
：.が
競
#
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ィ
と
の
關
聯
に
就
て
述
ぶ
る
所
は
彼
の
全
體
系
中
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最
も
異
彩
に
富
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•
V且

つ
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：に
價
ず
る
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部
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で
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。

.

夙
に
ルV

 • 
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會
が
其
內
部
に
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す
る
矛
盾
の
た
め
に
避
く
可
か
ら
ざ
る
沒
落
の
.運
命
に
在
る
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を
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確
に 

洞
破
し
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く
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ク
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る
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ブ
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的
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壤
の
總
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の
要
因
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含
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自
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革
命
を
成
就
し
、
且
つ
漸
進
的
に
ノ
平
和
裡
に
、
動
亂
な
く
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
撤
廢
を
圖
る
事
を
使 

命
と
す
浴
ネ
の
で
ぁ
名
で
此
目
的
の
た
め
に
進
歩̂
の
施
行
す
^
き
具
體
的
方
策
は
舆
の
如
ふ
で
ぁ
る';
©:
'

f. 、

國
債
に
.依
つ
て
：、
鑌

道

並

に

鑛

山
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.
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三
、
萬
人
の
最
汰
利
益
並.に
國
家
の
利
益
の
た
；
©
'に
保
險
を
國
有'に
す
る
事
、

：
：

四
、
實
任
ぁ
る
官
吏
監
督
下
に
大
規
模
の
倉
庫
を
設
党
す
.。
坐
產
者
、
並
に
製
造
業
者
は
、
自B

の
物
產
並
に
製
造
品
を
窬
託
し
、 

其
れ
と
引
換'
へ
に
倉
庫
證
券
を
受
取
も
の.と
す
'0
'.
'
'
^の
，證

券

は

流

通

價

値

金

有

.1
,
、
：：：

.
紙
幣
の
代
用
を
な
す0 

:3
£

ノ小
®
!
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た
め
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」

六
、'
鐵
逍
1

_

山
、：
保
險
、

」
^

?

並
：.に
倉
庳
權
ょ:1
)
:生
ず
.る
收
益
：を
以.て
>

進
歩
省
は
勞
働
赛
豫
算
な
る
特
別
：豫
箅
を
.編
成
す
る
,-
0

七
、
勞
働
激
懷
箅
ょ
り
前
記
、

•：

鐵
逭
、：
鑛
山
の
■買
戾
、
倉
庫
、
：：勸H

場
の
設
立
等
：に
耍
し
た
：る
金
額
•
の

利

子

並

に

償

還

費

^

按

除
し 

た
る
殘
餘
を
以
て
、
社
會±

場
、
：；社
會
農
場「

社
會
書
肆
等
の
組
合
出
資
に
充
當
す
る
0

八
、
斯
く
の
如
き
方
法
に
由
て
,
立
；せ
ら
れ
た
る
組
合
の
利
益
は
次
の
如
く
處
分
す
る
もC

と
す
o
即
ち
右
利
益
中
ょ
り
先
づ
、
組 

合
勞
働
塞
活
費
'
資
本
利
子
、'
.織
持
費
、，材
料
費
を
按
除
.し
' 
罄

餘

■に
：就
て
ば
、丼
四
分
空
を
國
家
前
貸
資
本
の
偾
還
.に
充
つ
。 

四
分
の
一
を
老
人
、
病
人
、
負
傷
背
救
濟
龜
免
の
設
'^
に
繰
入
れ
る
0
'四
分
の
'ー
ヒ
科
益
.の
名
罔
サ
勞
働
#-
の
間
に
分
配
す
る
0
最
後

之
4

を
普
及
姻
大
す
る
に
努
カ
す
る
も
の
と
す
0(

1)

ヒ
'
の
組
合
の
.擴
大

，普

及

に

際

ル

て

ニ

個

の

條

件

を

嫺

慮

し

：な

#

れ
ば
な
ら
ぬ0
_
'第
ー
は
、
元
價
を
決
定
^
產
業
琚
の
情
勢
を
考
慮
し

,
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. 

• 

. 

J 

>
•
:
< 

• 

; 
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-i

て
、
離
慣
以
樣
適
法
の
利
益
額
を
規
定
丄
：
,

て
ゆ
5

る
で
次
に
同1

產
業Q

全
'職
業
間
.に
、
フ
-フ
>

,
ス
，各

地

の

物

質

的

生

：活

條

件

の

相

異

に

鑑

t

、
平
等
且
比
例
的
贊
銀
を
定
む
る
事
楚
で

あ
る
。
浙
か
る
方
法
を
以
；て
全
淹
業
を
紐
洽
化
^

^

に
在
る
，が'
'
此
場
^

^

家
:^

率
'^
1,

て
、，
祺
-*

的
組
合
を
逑
澈̂

る
'0
.國
^

の
.模 

範
組
合
は
水
中
に
投
ぜ
ら
れ
龙
る
：！
石
の
如
く
^

^

彼
紋
を
獷
大
し
て
、
遂
杧
紐
合
化
の
液
命
枕
成
就
处
ら
义
、
の

.
で
あ
る
。
$
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一
般
組
合
の
原
理
は
以
上
の.如

く

で

あ

る

が

，次

に

.
^
を
エ
業
領
域
の
組
合
、
即
ち
社
會
エ
場
に
就
.い
：て

説

明

丄

や

^

;0
: 
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'

^•
會
エ
場
は
先
づ
最
も
重
要
方
る
エ
業
部
門
に
設
立
す
る
。
ヒ
れ
に
は
苣
霉
の
-^
資
を
製
す
る
が
故
に
當
初
耍
數
は
著
し
く
指
限
さ 

作
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
そ
の
組
織
の
性
質
上
、
3

な
る
擴
大
力
を
持
つ
に
到
る
I

ら
う
。

社
會
工
場
の
規
約
は
國
民
代
表
に
由
て(

譲
さ
れ
且
つ
變
さ
れ
、
法
律
の
形
式
並
に
効
力
を
有
つ
に
到
る
で
あ
ら
う
。

職
務
の
等
級
は
社
會
工
場
建
設
に
續
く
ー 

年
間
は
國
家
が
是
を
規
定
ず
る
。一

年
後
は
勞
働
奮
身
巳
に
相
I

識
る
事
が
出
來
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で
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り
又
飢
合Q

成
功
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組
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の
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し
く
念
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あ
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定
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代
ふ
る
に
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擧
に
ょ
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等
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を
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工
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立
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由
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な
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總
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濟
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場
の
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名
利
益
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由
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國
家
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か
|
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る
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|

戈
つ
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じ
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^
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も
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は
な
く
’
'設
戀
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後
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が
自
若
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意
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紙
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の
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還
り
、
國
家
の
役
韵
は
只
同
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岑
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ニ
：
次

い

で

ル

イ

•
，
ブ

ラ

ン

は

農

業

問

題

を

論

ず

る

户

,;
:

:

ブ
ラ
ン
_

へ
ち
く
、
フ
タ
ン
ス
：刻
下
の
懸
案
は
農
業
問
題
で
あ
る
。
遵
業
は
：萎
微

':
<
*
:し
て
振
は
ず
、
農
村
は̂

に̂

弊
し
、
農
民
は 

窮
芝
と
不
，
{
ネ
に
戲
い
；
て
ゐ
る

0

1

業
問
題
の
收
拾
は
渕
下
の#
—

で
，あ
る
.
に
.
不
柳
、
蕻
*

殆
ん
ど
全
く
閑
却
せ&

れ
て
ゐ
る
0

ミ
シ
ュ 

レ
：は
請
つ
,^

ゐ
'?
>

^

農

-«

の
妹̂

る
':
3
:業
;«
:

婶
雀
心̂

て
し̂

り
た』

，
と
0(
1
'0
^

に
至
言
で
あ
る0

^
 

農
業
を
愼
蜇
に 

顧
慮
^

^

教
府
ぁ
飞
を
调
か
ぬ
メ̂

市
艰
政
治
生
柄
の̂

^

也
尤
ャ̂

切
め
^
益̂

獨
庙
し
、
政
導
に
沒
頭
し
て
プ
債
鬼
に
饺
取
せ
ら

る

各

農

民

の

歎

訴
.5
:
顧

.み
&:
:い
0
權
カ
と
.農
民

と

の

間
|0
は
收
_稅

进

と

い
ふ
唯

V 

'の.媒
介

者

あ

：を

の

み

。
'
國

家

ょ

り

受

げ

た

る

要

求

と 

財
產
喪
先
の
恐
怖
と
、に
貧
血
：
誰

死
の
農
民
に
對
し
で、
：政
治
を
如
何
：に
思
惟
す
る
や
と
問
へ
ば
彼
等
は
即
座
に
答

ふ

る

で

あ

ら

う

、
.
.
政 

治
と
、は

租

税

で

あ

る

、と
。
贫

.尊

制
は
と
間
ふ
な
ら
ば、
ぞ
は
高
利
貸
%
り
と
彼
等
は
答

ふ
る
で
あ
ら
う̂
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農
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や
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し
て
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で
あ
る9
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.フ
ナ
-シ
.
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ス
人
口 
:の
最
大
部
分
を
占
め
で
ゐ
る
も0

ば
實
：に
是
等0

悲

慘

な

が

農

民

で

1

千
艽
耳
萬
を
數'
へ
，る
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そ
0

中
千
1
ニ
百
萬
人
を
含
む
ニ
百
六
十
萬
の
家
族
の
收
入
は
精
々
五
十
法
に
す
ぎ
ぬ
。
か
の
英
國
人
が
地
粗
と
稱
す
る
も
の
は
フ
ラ
ン 

ス
で
は
收
入.の
十
分
の
4
.
で
あ
る
か
ら
、
，
是
等
の
家
族
は
孰
ル
も
被
法
の
地
粗
を
支
拂
ふ
譯
贫
が
ざ
。

"
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地
租
の
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均
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:
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タ
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ル 

當
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1法
半

セ
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る
が
ら

フ
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ブ
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十

萬
：の
家
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^
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も
ニ :1
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夕

r
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す

る
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と
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事
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有
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面
は
半
べ.ク
ダ
.丨
ル
へ
に
足.り
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萬
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歎

薆

霞
^

は
穀
物
生
產
«>
.減

退

兮

私

今
«

近
吃
於
け
を
政
府§
統
報
ぬ
«'

れ

吃
 ̂

t

/N
:

ホ
ン
.
ス
ぽ
す
ぎ
ぬ
。
お

ぐ

少

*

ゆ

坐

活

懸

柄

尙

が

聖

產

額

：
は
'久

し.き

以

前

太̂,
侬

然

同

樣

で

：

|>
.っ

で

毫

も%
抓
を
希
.じ
て
：
を

：

>̂
:
ぬ

ぺ

に

ょ

れ

ば

'
人
'ロ
"三

上I

百

萬

ぢ

箅
す
る
今
日
.
に
龄
い
て
も
穀
物
の
：產
額
は
、
人0:
.
懷

§

千
芄
茚
歟
唤
猶
乾
な
如
象
う

農
業
國
と
1>
.で
抵
界
0,
主
都
に
糙
食
を
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下
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シ
ス
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業
の
根
本
缺
陷
を
以
て
琢
ら
小
規
模
經
營
、
換
言
す
れ
ば
小
農
制
並
び
に
土
地
の
零
細
分
割
に
在 

り
と
W

む
る
も
の
で
あ
るo
’

彼
日
く
*『

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
農
業
の
衰
微
は
小
規
糢
經
營
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適
用
、
土
地
の
極
端
な
ゐ
分
割
に
甚
く

』

と
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然

ら

ば

小

规

模

經

營
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.小
農
法
は
何
故
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農
業
の
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本
缺
陷
で
あ
る
か
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人
類
.の
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資
源
は
動
物
界
、
植
物
界
及
鑛
物
琢Q
H

領
域
か
ら
成
る9

牛
、.
羊
、
馬
は
動
物
界
に
屬
し、
' 

業

、
I

.
穀
物
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植
物
1

/

而
し
て
石
、
石
炭
、
：金*

は
鑛
物
與
S

し
、.
夫
々
：そ
の
固
有
の
性
質
に
よ
っ
，て
人
類
の
欲
望
を
充
足
せ
し
む
る
も
の
で 

ダ
る
が
、
S

の

篇

中

、
動
物
琢
が
最
もS

で
あ
る
。
榖
_

’

姆
菜
、
：'髪
は
暑
熱
の
た
め
に
困
雛
な
る
勞
働
を
行
ひ
得
な
い
熱 

帶
地
方
に
於
て
の
み
望
ま
し1

の
t

る
が
、.
之
に
反
し
て
牛
羊
肉
は
吾
人
に
と
づ
セ
f

有
効
に
ん
S

.つ

滋

養

に

富

む

營

養
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で
あ
る
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牛
竿
の
毛
、
皮
革
、
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肪
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商
重
の.援
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よ
っ
て
.
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人
に
衣
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具
照
明
令
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望
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滿
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へ
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界
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繁
榮
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懸
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す
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な
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に
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ね
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な
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。
右
切
場
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鑛
山
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ら
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を
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掘
す
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す
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。
勞
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期
間
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秦
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と
す
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す
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營
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。
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悬
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農
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農
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は
幸
福
4
な
り
、
獨
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的
、
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的
と
な
る
。
ル

ィ
•

ブ
ラ
ン
.
は
次
の
如
く
謂
.つ
て
.ゐ
るT

第

一
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她
ょ
取
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的
煅
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營
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第
三
、
大
農
法:.
>
:
,
;農
民
と
土
地
の
結
合
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
る
.る
利
益
を
結
合
す
る
事0

.C

の
事
は
可
能
で.ぁ
石
か
o
:
然
り
、
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:？
)

無
<
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ら
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何
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て
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理
に
基NX
大
農
法̂

組
合
に
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つ
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初
め.て
實
現
せ
ら
る
るo.

ブ
.ラ
ン
は
此
組
合
を
社#

工
場
の
例
.
に

倣

つ

て

^

會

農

場
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眷li

キ
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o
d
p
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c
o
l
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と
：
呼

ん

で

：

.ゐ〕

る

.

.

.社
會
農
場
の
機
構
は
社#

工
場
J

社
會
書
肆
の
場
合
と
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で

ぁ

る

？
：即

ち

國

家
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鐵
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國
豸
、
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ラ

ン

ス

銀

ラ
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行

，
へ
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す
名
？
社
會
農
場
の
指•

者
は
初
め
國
象.に
て
往
命
せ
ち
る
杏
が
、
.；時
と
.共
：忙
各
成
員
が
相
辈
に

有
.
.0

に
到
れ
ば
、
組
合
員
自
身
に̂:
つ
て
任
命
せ
ら
る
る
事
と
なf
p

:

:

.指
導
者
■を
含
め
て
.七
.名
か
ら
成
名
組
合
委
員
會CD
任
命
に
つ 

い
て
も
全
く
同
様
で
ぁ
る;0
該
委
員
會
の
議
長
は
前
記
指
導
者
こ
れ
に
當
る
が
右
委
員
#
の
職
務
は

能

力

に

應

じ

て

勞

働

を

分

配

し

、 

勞
働
時
間
を
決
定
し
、
組
合
會If
を
司
る
事
にf

o

、

一
度
組
合
が_

せ
ら
れ
、
組
合
員
數
が
決
定
し
た
以
上
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議
の
方
法
に
よ 

る
に
非
ざ
‘れ
ば
新
加
入
並
に
除
名
を
行
ふ
事
は
出
來
な
い
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全
組
合
員
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滿
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し
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働
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產
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有
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を
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を
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す
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分
の
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時
間
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働
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。
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て
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述
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篇
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篆
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節
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.
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働
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怒
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澎
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社
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場
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ぱ
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武
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督

ル
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並
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救
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乾
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救
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農
場
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供
す
る
恩
惠
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現
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し
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ざ
る
所
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あ
る
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達
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ザ
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ラ
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言
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念
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著
述
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多
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出
版
界
■

亂
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齋
化
、
#;
籍
が
破
^-
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識
取
の
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^
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_0,
:
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：

此

情

譬

著

作
 

權
の
帒
定
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ょ
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救
治
志
と
ず
る
立
法
家
.遍
要
を
難
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_

か
眞
搬
命
^
款
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を
亂
定
せ
ん
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す
る
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者
督
的
崖
述
家
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得
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段
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反
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憲
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t

此
一
一
：象

が

：

§

故

ぃ

み

，
で

あ

る

o

道
德
的
主
撤
の
確
立:及
維
持
._

茲
に
前
述
の
眞
使
命
が
存

七
を
0

#
述
は
奶
會
.に
對
し
支
馨
ゼ
有
ー.つ
4
,著

痕

^
以
碁
じ
获
介
の
-商

人

ぬ

堕

じ

；
ノ

.
-棄

を

*

5
す
る
ど
'と
^

こ
ど
汰
き
^
:̂
^
ば
?.
の
'̂
配
權
は
ど
ぅ
故
る
こ
衣
で
知
ら
ダ
。.然
る
.に
佌
人
..の
所
好
に
屈
從
し
、.
%
.
.
の
偏
見
：に
阿
諛
じ'
* 

.
そ
.の
無
知
；
 

を
：助
^

^
 

#の
_

謬
と
资
協
ャ
る「

こ
と
^
-
-
す̂

る

^

佌

人
0
歡
心
を
迎
^

^
が
如
き
進
揚
を
書
ぐ
こ

と
_
_
_
と

れ
が
荀
も
今
日
才 

能
^

^

^

?

<
餐̂
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:
■
鏃
得
す
^
^
めfc
絕
奪
に
#

要
な̂
:

條
件
と
：故

つ
*̂
:

ゐ
を
。
べ
か
く̂
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>>
'
'
:て
1.
;

ま
：4
-.
0
;
凡
^
:
著
述
家
は
.世
人
0

#

^

に̂

©

ず
る
眼̂

^

彼
等
を
抬
導
ず
る
能
ヵ
を
失
ふ
も
め
で
あ
.る
。

否

彼

等

を

.指

導 

せ
ん
と
Q
I-

望
.ま
で
も
炎
ふ
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^

l

卞
而
し
て
こ
れ
が
著
述
界
の
現
勢
で
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忙
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述
の
使
命.
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德
的
由
禪
の
確
立'及
維
持
、
換
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す
れ
ば
公
衆<o
木
鐸
と
な
り
師
表〕

と
な
つ
て
彼
等
を
敎
W 

谷
に
®

。
然
る
に
現
狀
はH

ぅ
で
あ
る
か
と
曾
ふ
に
、
著

證

登 

著
a

の
業
は
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貨

殖
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.0

具
と
.化
し
て
'し
東
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な
る0
さ
れ
ば
こ
：そ

今

日

霞

家

は;«
に
^

 

#

容

沿

濫
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に
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、
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實
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づ
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志
蝥
堅
持
しV

"

:
著
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の
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ル
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オ
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を
擧
げ
、
そ
の
高
潔
致
る
人
格 

と

木

屈

精

勵

〔

の

生

涯

を

ロ

を

極

め

て

稱

揚

し

，
て

ゐ

る

。
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參

S

業
な
吝
も
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.ば
■湯

言

葉

0
湯

-&
る

意

味
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考
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八

た
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の
著
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翁
ま
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^
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、
0
,
六
泠
， 

か
で
ぁ
つ
た
が
：
 

' し
か
し
そQ.

太
部
分
は
：：

M
a
i
r
e
t

の
如
ぐ
大
領
ま
の
_

庇
を
受
げ
て

4 

'
そ
'办
頤
傳
に
甘
ん-
^
:代
辯
者
で
ぁ0
た
0 

,然
る
.に
.大
萆
命
後
こ
0
事
情
は
殆
ど
全
、

<
>
|
.
變
し
で'し

ま
-)
た
0
:

「

擧
者
、
；
論
客
ば
最
果
大
領
主

^

人
に
從
屬
す
る
必
要
の.な
く
な
：0
た

彼

等

は

令

や
.自
己
0

著
作
を
以
て
坐
計.の
；資
に
當
て
ざ
へ
る
を.得
ざ
る
：.に ̂

線
て
の 

#

人
^

從
屬
す
る
：^
と
'と
：な0
た
0

で

ぁ

る0
>
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'
:
'

• 
■細
人
虫
義
<0
.原
理
は
エ
業
に
於
け
る
と
同
樣
に
著
-述0-
方
面
に
も
茭
配
す
る
に
至.つ
た
。
舊
制
度
崩
壞
て
ふ
此
未
曾
有
の
動
街
の
寺 

ノ
代
.に
.際
し
て
、
，自
己
以
外
に
賴
と
す

る

何
物
^
も
有
た
ざ
る
，文
筆
家
は
自
然
、
自
己0
思
想
を
賣
物
に
す
る,J:.

と
：を
思
び
付
/>
た
0
か 

•-
:
く
.て
'マ
ァ
ヵ
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テ「

ィ
リ
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<
は
著
述
捉
^

も
侵
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ず
る
^
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と
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阻
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れ
た
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;
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搐
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れ
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工
業
に
於
け
る
と
同
檨
の
現
象
が
文
學
に
現
は
れ
た
。
：
到
.產
に
混
雜
が
現
は
れ
た
。
到

る

處

に

蕭

、
無
限
の
抗
带
、
ぁ
ら
ゆ
る
猶 

類
0

亂
脈
、
不
幸
が
現
は
れ.た
0

女
學
.に
：於
け
：る
競̂

は
^

打
勝
た
ん
が
た
め坐
產
物
を
變
造
ず
る
エ
業
家
ど
粮
雄
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,で
.、‘：.著
作
家
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，
態
：と
ら1>
'
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狀

況
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誇

張

3:

れ
た
感
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な
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邪
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な
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史
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衆
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獲
得
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ん̂
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の
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章
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凝
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に
腐
心
し
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る
"
資

本

の

力

に

ょ

つ

で
競
哦
者
ど
粉
碎
ず.る
.エ

業

家

と

相

並

‘

艽

會
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欢
石
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家)

署
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の

領

或
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於
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:
て

書

な
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著

述

家 

を
麥
駕
し
’
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れ
一
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功
績
^

隱
蔽
せ
ん
，が
た̂:
に
、旣̂

得
た
る
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聲

の

カ

を

利

用

ず

る

0
,
益
.々
墦
加
し.て
行
く̂
^

:の

供

水0
中

に

立
0
*€
-
-务
*-
ぬ
1了
手
?:
.
-失
つ
て
ゐ
を
0
選
擇
す
べ
.き
可
能
^

亦̂
時
靱
も
も
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な
い
公
衆
は
眞16
1
目
な
る
著
述
家
-«
:
敎
し
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財
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閉
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懷
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切
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友
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認

ず

る
#

は
啻
に
_

矽

霍

ず

る

寶

で'は
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社

彆
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c
:
U

六
f
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^

£

權
ゼ
沏
宠
ず
，る4:
せ
：ん
か
、.
，
蕾

に

戴|

^

#
の
；»

驢

ひ

其

に«

せ

，&:
る
^:

に
^ '
樂

ら
^

«

著

述

者0相
續

者

甩
.
£
_
:せ
&:
る
§

明
|

:

#る
.l

)

v;
:證

I

驚

*̂
證

：
す

れ

ぼ

、
著

作

揮

は

_

芝

る

報

酬

の

奪

•
$>
.り

.
、
突 

報
！

は
商
業
を
意
味
し
、
商
業̂

1

^

,
ず
_

そ
0
結
|

|

1

良̂

臀

ど

；
競
#
じ
5.
\
人

：
心

を1

汚
|
|
し̂
^
备
小
說
が
有
益 

单

つ

敏

嚴

：な

’る
臀
物」

と

義

す
.る
0
:
:か
く
，て_

0

太

鎏

藥

は

證
.の
.
.境
顏
に
赛
靜
め
ら
れ
、
浮

薄

麓o'
小
.才
子
：毅

梁

ず

み 

に
f

 :。

公

)

著
述
：

德
的
■
化
.！

使
命
f

 

■
:聖

.

菜̂

舞

%:
#:
佾
權
ぬ
^

.
冬̂
事
以
，て
绅
る
.べ
.き
で
^
る
？

ハ3
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^
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p
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Blanc; ibid., p. 172.
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'
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r

-

.

-

v

:
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'.v
'
v

然
ら
ば
眞
：の
匡■

策
ば
如
何
a
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ル
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ゾ
ー
ラ
へs
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：
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.

第
1
.、.
.出
版
業
者
相
互
の'織
列
梁
る
競'辩

の

乾

作

に

及

ぼ

す

：不

氧

^:
る 

■
■.第
一r

有
能
な
る
蓍
考
に
對
し
、
.て
.
は
，
證

な

る

と
.無
备
な
か
と
衫
間
凼
尤̂
^

警
^

^

出
版
ぃ
し
で
そ̂

キ
能
^

^

^
承

徵 

h 他
敗

ず

る

策

：
ベ：

'
'
.
.
u 

v
'
k
.
r
” 

ハ‘

.
' ツ
，へ.

パ；}:'''”
：''
 

- 

'
;
、:

.

第u
r

 

A交
換
：に
i

る
報
酬
制
度

.と
相
並
ん
：で
ニ
個
の
報
酬

^

法
.友
確
^

す
.-
'る
'事
、
^

し
^
此
報
酬
方
法
は
報
酬
を
泰
仕
と
檟
値
に
：比
：
 

例
せ
し
め
、：.著
猫

家

，
を
‘
..
し
‘て
好
ん
.で
媒
樂
的
の
も
の
を
追
ひ
廻
し
常
に
腐
敗
墮
落
を
促
す
が
如
き
も

の
に
對
し
て
の
，み
代
價
を
支
拂
ふ 

所
P
公
衆
へ
の
從
屬
か
ら
解
放
す
る
事
に
よ
つ
て
、
"眞
面
届
な
る
著
褲
を
獎
勵
す
名

も
.0
で
：ぁ
：る
。

第
四
、
最
良
の
書
籍
を
し
て
嚴
廉
の
書
籟
た
ら
し
办
る
事

 

.

第
五
、
そ
の
性
質
上
著
書
の
密
輸
入
啻
の
利
益
を
制
限
し
、
自
ら
投
機
者
若
く
は
投
機
の
供
給
者
た
ら
ん
と
す
る
箸
述
家
の
破
廉
恥

な
る
傾
向
:%
抑
制
す
^
制
度
を
建
設
す
る'^(

1)

是
等
の
、條
項
を
實
現
す
る
方.法
と
し
：て
ル
ィ
•
ブ
ラ
ン
は
雙
述
べ
た
社
會

H

場
及
社
會
農
場
の
例
に
倣
つ
て
社
會
書
肆

h
b
n
e

 

s
o
c-s
e
^
建
設
を
据
議
す
：る
--
°
'

.

:

:

:

>

.

.货
倉
鼙
禪
も
亦
.社
會H

場
並
に
社
會
農
場
の
場
合
と
同
じ
く
國
家
の
手
に
よ
り
、
勞
働
豫
箅
を
以
て
建
設
せ
ら
る
る
。
そ
の
構
造
は 

國
家
が
.
^
:の
¥
武
..で：̂

ず̂
る
規
定
.に

;^
ふ
も
;0
6

ぁ
す
る
'0
併
し
*
し
せ
:«
家
^
|
|屬
頤
使
备
る
る
も0
で
'は
な
く

:,
*

前
記
の
' 規
定
.
 

に
背
か
ざ
る
.限
.り
自
治
^
灯
ふ
も
0
.
:
で
ぁ
^
-:
9

國
瘃
''
^

法
律
^
忠
實
衣
象

な

い

パ

顧

家
^

ど
と̂

も
社
會
書
鄭
の̂

孩
者
^

^

她
涉
^
踏
此
-̂
決
-^
^

そ
^

支
配
考
た
ら̂

と
す
石
^
ー
のp
'M
'M
lr
o
' 

此
规
觉：

に
-i

れ
ば
|

書
鄭
は
何
等
著
作|1
^

#

め
#

>

0

^

#
め
，见
«

-1
-

る
|

#

め
.價
格
^

^

め
、
出
來
得
る
丈
け
俄
廉
と
い 

_

を
E

«

と
し
.て
.國
家
、に
よ0

て̂

め
：ら
る
急:;
o

w

s

*

^

#;<
®

%

書

. ^

娘
#

如
そ
之
；を

負

擄

す

;^
-«

と
：し
、
.

す%

き
箸
作 

^

採
咨
は
同
書
肆
,̂
>

選
定
す
る
有
識
具
眼
者
虽
つ
て_

汁̂

廣
1

之
七
#

4

_

5
オ

-:
?
>。
社
#

書
'»

に
猓
擇
:$

孔
し
著
祚
の
廣.

ル̂
.

*ブ
ラ
ン.
の
：
社
會
生
：義
體

^

%
 

0
 

.

(

一.
六
ホ：
^)



ル

ィ-̂
ブ

ヲ

ン

の

紙

會

虫

義

襁

系

 

六

六

(

ー
六
七
0〕 

者
は
、
：著
作
權
の
欢:«
4
し
'て
ぃ
國
家
：賓
金
に
應
募
す
茗«
利
を
獲
得
す
る'0
:
,每
年
國
民
の
代
表
者
中
よ
り1
名
の
市
民
を
社
會
書
肆 

.に
送
り
、
鬻
雕
よ
り
出
版
さ
れ
た
書
籍
審
齑
の
任
に
當
ち
1>
'1
>

;0
方
市
浪
は
—

蜃
籍
に
為
さ
れ
た
る
批
評
を
究
明
し
、
そ
の
社
會
に
與 

へ
た
名
影
響
を
硏
究
し-:
'
信
憑
す
ぺ
き
機
關
に̂

つ
，て
與
人
.ら
れ
炎
輿
論
を
調
丧
し
，
年
來
に
國
民
代
表
考
に
對
し
て
_
查
報
吿
を
行 

ふ
4 

_
崙
報
吿
發
表
後「

ー
ヶ
月
:.
'
:
>代̂
潫
者
は
眞
に
國
家
賞
金
：に
價
す
る
著
者
に
對
し
七
實
金
、の
授
與
を
行
ふ
。
か
か
る
方
法
に
よ
つ 

て
ニ
面
に
は
閑
却
さ
れ
た
有
爲
の
人
材
に
活
路
を
開
き
::
'
他
面
*

«
營
利
貨
殖
の
.具
，：に
供
せ
ら
れ
た
蓉
娘
を
淨
化
す
る
事
が
出
來
る
0 

;社

-#
:*
禅
：の
書
籍
刊
行.に
よ
■つ
て
得
.た
る
利
益
ば
、
社
會
エ
場
及
び
社
會
農
場̂

..
«

合
，£
述
べ
た
る
と
同
様
に
、そ
の
組
合
員
間
に
分 

配
す
る
：も
；'0
と
ー
す1
<

:

^

>
:
:
,':
:

)

^

^

^

^

^

;■
'
;
ベ 
V
':

ベ
'

.

.

,

,

.*

上
が
ブ
5

フ
シ
*1

社
- #

書
鄭」

論
の
概
觀
で
ぁ
る9

T

 

o
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w

^

i
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.

ル
.
.ィ
.

•

ブ

ラ

シ

；
は

次

い

で

信

用

龃

織

の

問

題

：を

解

決

せ

ん

: ^

欲

す̂

;;
:
<
>養

し

、

，
彼
_
に
據
れ
ば
'

「

信
用
の
問
題
は
勞
働
組
織
の
問
題
と 

不
可
分
.で
■

あ
，る.
か
ら
.
で
あ
.る J

c
^
-
O
.

::0
.

-
c
l
- 

.

- 

「
1

切

の

::
A

間

は

生
, *

、？.生
存
權
' ?
:

保
有
す
る
；0
t

の
.■
生
存
.骝

勞
働
.用
具
.の
所
有
'̂
あ
：る
:°
'.
從
り
^
勞
働
洲

^

^
本
來
全
人
類

.の
'^
有
に
屬

'1
*

バ
/§
3

の
で
'|
)
^
0
.か
;:
'
<し

，
て

初

於
.^
.全

人

類

在
 

權
汰
保
障
せ
ら
る
る

i，
°

ブ
:7
ン
：は
泚
勞

''
{
1用
具
を
資
本
と
呼
ぶ.'

:

0

文
の
點
に
：於

>

^
彼
は》

ョ
ソ
''
.
ス
チ
、
T

1
ト

•

ミ

ル

の
铙
本
概 

念
を
踏
襲
す
f

の
で
t

o

彼
謂
へ
ら
く
、『

資
本
と
は
.

.
1

體
何
で
あ
る
.如
o 
■

の
經
濟
學
索
に
ょ
つ.
て
與
へ
ち
れ
たS

は
必
ず 

し
も
.同一

で
は
な
い
が
綺
局
は
ジョ
ン
'•ス

チ
ユ
ア
1

;>
':
*
ミ
ル
0

定
義
に
歸
着
す
學
'日
く;-
1
資
本
と
.
は
郝
坐
產
の
パ
に
由̂

I

で
あ
.る
.

」

と
。
こ
，の
，
_

が

勞

働

の

觀

念

4

H

せ
ら
れ
■

ま

V

ふ
事
は
■

に
認
知
せ
；ら
る
る霉

あ
る
。
人
間
は
勞
働 

讲
間
中
、
食
物
、.衣
服
、
ff
i

居

を

必

要

，と

し

、

原

料

、

器
具
、
：機

械.?:
使
用
す
‘る
。
そ
れ
故
に
資
本
は
努
働
手
段
浩
く
は
勞
働
用
具
の 

金

體

と

看

做

さ
;^
る 
o』 (

2
v

.
,'
- 

: 

/

-

.
''
:

:
';
■

ハ
.

か
く.の
如
：く

資

本

は

生

#

權

保

障

の

不

可

缺

的

手

段

で

本

る

。
，
ダ
ラ

.

■

資
沐
を
_

の
制
度
と
ホ
へ
.且
つ
不
可
缺
の
生
產
雲
と 

.
着
做
す
- 

.資
本
を
以
つ'
蕩

働

者

搾

取

の

機

關

秦

做

す

念‘
夕
：
ス
.
、
.
し

デ

ッ

震

，解
を
異
に
す
る0『

資
本
は
生
產
的
で
あ
る，
、
' 

■
必
要
な
る
も
の
で
.̂
る

-N
廣
本
は
人
湖
を
七
て
自
然CO
■
償
の
協
力
を
得
し
む
る
所
の
も 

の
.で
あ
名
o』 (

3

p
か
べ
ブ
ラ
.ン
、
は

資

本

を

以

，
て

有

變

..
;
1
.て

パ

自

然

的

な

屢

產

議■

做
し
、
:̂
と
、
、こ
れ
が
少
數
者
の
手
中
に 

獨
占
せ
I

る
事
を
支
配
的
現
象
と.な
す
.經
.濟
制
度
と
^
舊

;̂
1;後

淒

：
，

に

寶

本

邊

'の
沐
を
^

^
 

彼
は
言
ふ 

こQ

詭

辯(

フ.

v

f

タ
ク 

>
バ
ス
，チ
ヤ
の.

)

づ
は
恒
に
資
本
,0
有

用

雅

逢
:̂
資
本
1

备

ぶ

所

の

|

即
ち
他
を
排
除
し
て
一

'«
名

手

.に
資
本
の
領
障
せ
謙
，馨

名

混

同

す

^
溥
に-#
'
ザ

令

;^
'^
ぎ

' .

庇
區
卵
は
或
る
意
味^
於
|

自
然
的
囂
過
程
ふ
資
本
茧
義
生
谨
過
程̂

|
別
.じ
た

交
>
ス
に
顏
似
し
て
ゐ
る.
0

(

5) 
'而
し 

.ル
！

ブ
■

©

■
生
：義
體
系 

ハ
%

(

ハ
七J 〕



費

赛
 

六
^

(

i
C
S
T
O
，：

て
作̂

I

縈

棄

顏

P

て

巧

證#

義
で
：淼
る̂0

遂

：_

に
述
< <

た
如
く

--
.
:
:
:切

- 0
^

^

P

J

^
,̂'
P

1

■

取
■

»

の
姆
使
，に̂

^

實
瑪
せ
:-
&
洛
^

^
而

't
rt
勞
働
爵
具
即
ち
資
本
の
所
有
は
勞
働
權
の
不
可
缺
條
件 

で
あ
き
プ
^
机
故
に
^

フ
ン
社
資
沐
邪
姻
人_
生
靡
#

^
と

，
し

：
て

、
：

"：
書

,

0

に̂

獨

占

せ

：

.ち

.る

，
る

事

無
>
<、
雜

て

の.坐
.產

者

のto
窩

^

^

に
.委
^

べ̂
«
を

、
主.張

す

；
る
：
芩

の

.で

あ
.;
|

>
:̂
^
 ̂

. “ 

.,

.. 

' 

.

.

1

'

 

• 

• 

• 

.
;

/,
*■•利
子
：

と
.；

は
佝
ぞ
.
や
。
ブ
ラ
ン.
に
ょ
れ
ば.
利
：子̂

は
資
本
を
所
有
せ_
ざ
多
<

'々

が
資
本
郎
ち
勞
働
用
具
の
利
用
に
對
し
て
支
拂
，は
ね
ば
：

• 

. 

•
•
•
,
•
'
. 

I 

.

.

.

.

.

.

. ■
«
•;

;
-
-
• 

.-
 

•
 

«.

な
^
ぬ
顧
格
で
务
る
タ
換
言
す
れ+‘ば
ゝ
利
子
と
は
或
苕
に
と
つ
て
は
本
來
萬
人
の
ハ
所
有
に
屬
す
^
^

_

書

に

^
ら
て
，は
坐
存
權
實
現
雇
カ
を;«
ふ

た

め

，
の

代

價

、
で

あ

る

0
9)

.

.本
來
總
ゆ
一
る
人
間
の
所
有.に
屬
す
べ
き
勞
働
要
具.即
ち
. 

資
本
が
少
數
考
P
獨
古
に
fe
.
‘
、
他
の
多
■

，が
之
ょ
.り
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と̂
ふ
事
實
に
利
子
は
迤
因
す
る
。
藍
し
、
こ
の
報
酬
を 

变
挪
ふ
..こ
と
.を
#
じ
な
，け
，れ
ば
、
勞
働
權
を
行
使
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
從
つ
て
坐
得
の
生
•袼
權
を
全
ぅ
す
る
事
は
出
來
な
い 

か
ら
セ
あ
る
:°
勞
働
用
具
が
萬
人
の
所
荷
に
委
せ
ち
れ
ず
、
：
少
數
菪
、に
®

占
せ
ら
れ
て
'ゐ
る
と
い
ふ
事
實——

兹
に
賃
銀
勞
働
漭
雄
に
：
 

債
務
衮
の
地
位
が
發
生
す
る
。
攀
て
の
人
間
は
本
來
生
#
横
を
'保
有
し
‘乍
ち
、
此
權
利
實
現.

Q

力
が
之
に
反
し
.て
少
數
者
の
手
に
集
中
。
 

せ
.ら
れ
、
そ
の
^

果
.,
人
類
は
.、
生
命
.を
寶
.却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の.と
、
，之
を
購
買̂

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
の

1
1

個
の
階
級

.

.

.

• 
■ 

: 

. 

.

.

.

. 

I
.
.

に
分
割
せ
.ら
れ
て
ゐ
.る
c
s 

>

と
い
ふ
の
が
現
代
社
會
の
眞
相
：で
：あ
：る01か
か
.る
事

態

が

正

：
當

，
の

'も
の
で
.あ
る
や
否
や
に
就
‘て
は
放
て
赘

• 

. 

•
- 

•
•
•
■
■•
 

. 

.

.

. 

.. 
• 

• 

.

. 

.

.
、 

,

す

，
る

道
^

激
い
。'
利
子
は
本
來
萬
入.：の.共
有
財
產
た
名
ベ
き
勞.

要
具
、
資
本
が
種
々
な
る
不
正
、

姦
計
の次
め
個
人
の̂

^

.
 

3

化
す
”
る%

本
よ
.つ
：
て
潑
生
：せ

し

龙

の

龙

れ

杖

、

'
そ
は
伽
御
&
.
る
名
®

の
尔
肥
侗
人
が■

練
す
^
を
不

•べ

ぎ

も

：の
；
と

比

*-
.へ

な
ぃ
タ 
'し

か

し

備

人

由

義

扣

競

维

の

：現

制

度

：の
：下

に

於

い

そ

こ
：：

れ

を

康

此

ず

る

事

は

到

§

可
能
.で
あ
る
。

f

，の
撤
駿
4
 
J
の
苠
主
紙
.織
を
措
い
て
外
I

く
、
酿
し
.て
民
主
的
信
用
議
產
合
め
原
則
を
俟
つ
て
初
め
て
實
現
f

る
る
の
-で

.

.
 

. 

■ 

.. 

. 

. 

, 

- 

■

'.
■
 

:.
'. 

■ 

■

. 

が

る

'
.ン

-

« 

:

 

.
 

■ 

.*

,
,

.

規
行
社
會
に
於V.

勞
働
階
級
が
生
#
權
を
賞
撒
す
ベ
.く
.勞
働
用
具
爲
手
ず
る
一
唯.一
の
道
'は
信
用
でI

 

o
信
用
と
は
個
人
主
義
の 

装
配
下
I

:
て
S

家

が

：5

の

獲

の

下
5

定
I

の
閥
勞
働
用
具
の
傲I

許
に
ょ
つ
て
勞
働
富
與
ふ
る
震

P 

奪

あ

を

音 

>
.此
«

渡
は
こ
れ
虻
ょ
.つ
て
資
木
象
.が
利
益
'を
風
出
し
、.
.且
.つ
彼」

が
暫
く
讓
渡
す
る
其
價
蜃
喪
失
せ
ざ
るS

な
る 

#

合
に
勧
め
て
行
は
|

ヵ
こ
の
糧
の
_

渡
を
貸
條
と
呼
ぶ
が
、.と
れ
が
行
ほ
^

4

皆

一

個
の
條
件
の
.履
行
せ
ら
る
べ
き
事
ヵ
必
奪 

あ
.る
ず
.

1】

は
利
子
め
.
l

u

f

f
資
本
が
無
事
I

I

ら
.

1
奪

あ

る

。
而
し
セ
勞
働
者
信
用
の
問
題
、換
言
す 

^

ぱ
良
ギ
的
信
刖
釩
織
の
間
亂
ぼ
前
者
ょ
り
も
後
者
の
條
件
&

沐
ぐ
關
聯
ず
る
。.
.假
り
'.に
.現
行
社
會
秧
序
0
下
に
信
用
(0
.他
8

扎
言 

t'
_

無
利
デ
の
、狀
態
が
實
現
如
ら
れ
た
と.し
，て
も
、
尚
題
|

れ
を
以
て
決
し
セ
修
決
サ
ら
れ
で
な
い'0
.更
に
重
要
な
|

が
殘
る
0 

%

暴

働

#
隙
級
に
と
.つ
て
は
信
地
を
無
料
で# :
:
る

お

ふ
.事
ょ
り
も
抑

.々信

用

そ

墓

を

觀

|

、と
ー
が
出
來
る
か
否
か
に
#

す
る
。
 

貪

f

貧
I

本
.

S:

無
i

る
返
還
e
希
ふ
o 

•そ
I

•
め
に
實
物
擔
保
を
求
望
。
债
瓛
紫
は
質
借
に
先 

说
て
懵
保
集
有
し

V

ゐる

V

が

必

艺

卢

レ

ダ

‘リ
，
1

乳

银

紀

t 

C
.
O
ぎ
^

て
首
貰
懷
用̂

を
ど
’

-

^

信̂
^

^

ど
ど
不
問
、
總
て
信
荆«

彼
.
に
掸
否
.ぜ
>̂
,れ
て
，ゐ
る
。
鬆

を

も

著

，を

て

.を

鞞

し

す

.

.

「

余

ぼ

鬻

I

響

寡

へ

句

%
v

l
.

讓

塞

_

 

成

九

'

s

i

l

v



春

.主 ％

 

雔系
， 

^

 

(

5:
菩
う
：

 

t

^

金
く
愚
蔸
ゼ
c

'̂
:

_

.

_w;
前
坯
齔
抒
ど
繁
が
魏
ゆ
聆
臘
ビ
全
系
一
れ
と
同
様
で
ぁ
る
。

' 

•:.::

:.
:

.

.

 

(-

依
之
.觀
是
、
7:
S
V-
タ
9-
ア
を
.じ
て
信
狀
^

秈
用
也
じ
む
る
方
法
見
％
^

£
肋
を
紘
_
だ
:̂
し
紅
る
»
>
"即
ち
無
利
チ
、.並

に

無
. 

檢
保
の
.制
度
を
實
現
ず
.る
に
'在
，る
^

昆
故
け
れ
ば
'̂

ら
.ぬ
o 

.耐
し
て
組
合
^

あ
る
o
、
然
る
.に
.！̂
フ
ン
，ス

銀

忭

參

め

現

往\/
>

づ
^ ;
^

;

!
ん
夺
0 ,
^

求
に
氣
ず
る
も.の〕

は
がi

 

0

,

%统
0

銀
行
は
唯
旣
ぬ
信
用
を
有 

っ
で
が
を
4

々
“に
對
し
で
の
み
信
用
を_

へ
'

勞
_

手
隞
ど
缺
ぃ
で
な
が.い
人〈

に
歜
レ
セ
冷

に
勞
«

の̂

薛
>

、產
業
ひ
呼
吸
作
用1

依
存
ぜ
し
^

る
が
如
き
金
融
機
眺
ぱ
取
し'て
_

o :

益
ず
.る
所
が
^:

ら
チ
か
，
然
ら
ば
齡
行
は
廢 

也
す
.べ
き
で
ぁ
私
か
と
い
ふ
ゆ
決
し
セ.さ
5

せ
ば
な
^ :

タ
；是
を
廢
血
せ
铺
寧
ろ

發
輝
.せ
し
む
る
こ
と
”

が
出
來
'る

o
即
ち
之
お
佩
丸
A \

夢.

称
#
が
6̂
國
家
..ひ
財
產に
移
す
こ
.

と
.

に
ょ

つ
て

、

#
か
て
凰
に

f
ff
l
;̂
:

^

せ̂ 

b
る

X
で
お
^
ぅ
。
銀
行
の
國
營
即̂

國
立
銀
行
な
設
立
之
饭
ぁ‘
ダ
此
^̂ 

ラ
シ
は(

.一)

、
現
存
の 

フ
：ラ

..

シ

X
銀
行
を
改
造
し
で
國
立
銀
行
と
し
？'各
#
に
そ
0:
支

管

設

1
す
，べ
'ぎ
事
^
^

茭
拂
能
カ
ト
ま
蕲
.せ
し
仏
.る
事(

義

、
.’銀
行
券
に
法
«
的
流
通
か
を
與
ふ
る
鄯(

四
、

之
を
行
敗
檄.ょ
.ひ
獨
立
や
し^'
る
.事(

五)

、
：倉
庫
を
建
設
し
：て
ナ

む
。-.
-
;受
取
證
臀
は
裏
書
に
ょ
つ
て
讓
渡
さ
れ
、
紙
幣
と
し
て
の
役
割
を
祺
さ
し
む
？

(

六)

、
銀
行
は
寄
託
商
品
に
基
いて

貸
付
を
な

す

。
 

か
く
1:
|

^

耆
の
組
合
ぬ̂

^

を
供
給
せ
ー
，
し

む

る

沁

C

七)

、
，
銀

符

總

：

收

繇̂

取
て
勞
鳅
者
豫
集̂:
'

る
も
ぃ
の
は
を
作
成
しV
:
'勞
働
者
の
組
：
 

.合
に
«

本
釭
供
給
.せ
し
む
各
事
等
を
搵
案
し
を
ゐ
を0.「

ー：：#
.
^:

し
^>

言
'
へ̂

眞
圯
の
信
用
0:

基
礎
を
1

保

じ
;>
:
:
鐶

大

し

丈

 

て
.

得

た

秦
¥

片
ょ
つ
セ
.初
办
て
.萬
人
に
對
す
が
無
傲01
信
用
|

ぱ
實
現
せ
匕
れ
这)

"

組
合
原
邀
.

|

れ

マ

プ

：
を

レ

ギ

リ

ナ

：
ぬ

解

放

は

成

就

.せ

らI

I

泰

，

と
い
ふ
1(

这

.
'卿
の
&

意
が
首
# -
.ぜ

ら

る

今

リ

：に 

.

.
，
く 

'

•
.
-
.
-
へ....:
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T
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a
n
'
L
o
u
i
s
w
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a
n
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g
b
e
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e
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i
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e
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b
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m
u
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i
u
n
c
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資
本
主
i
u
:な
各
文
#
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初
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使
用
縈
で
あ
も
と
輒
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ら
れ
て
ゐ
石O
Y
"
.
.
.
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四)

.;
'
.
_組

合

原

理:'
國

家

觀

並

に

私

有

財

産

論

f

虞

ょ

れ

ば「

永
遠
の
：姉
妹
し
：た
る1

宗

等

、

自

由

並

ビ

博

愛

.
の

社

會

秧

序

は

h

各
人
は
能
力
に
應
じ
て
生
產
し
、
欲
望
に

.

.

t
. 

七
.

1
(
1

六
七_

M
>

ル—

，
,•
'■'プ
'ラ

，
'ン
の
社
會
生
義
總
糸.



 ̂

,
-£
:
二 

.
'
へ1;

穴
.七
：六〕

應

じ

て

蓮

す

る

”

 

I

社

震

則

の

翥

猶

t

初

め

眷

能

I

;

る
：？

前

し

寫

ほ

繁

る

麗

實

現

わ

_

會

H

場

、

社

會

農

埸

等

の

所

謂

：組

遽

織

£

_

;

0と

：襄

:;
0
ー
：
.

.

1

組

翕

想

续

し

S

し

ぃ

I

s

な

5
。

而

も

蕾

Q

l

i

i

、

5

 

I

f
採

っ

た

。

本

來

人

管

、

共

同

坐

活

へ

結

合

し

”

相

■

肋

の

麓

f

っ

て

：所

f

s

Q

不
平
等
か
ら
生I

I

裏

か

れ

し

む

る

I

へ

g

s

平

^

觀

今

.0
導
- «
の
^
に
肩
售
し
..
^
も

の

で

ぁ

票

、
近
世
に
至
り
、
新
興
基
督
敎.の
精
神
は
此
傾
向
を
更
に
强
化
し
た

o

フ
ラ
ン
ス
大
革 

命
に
ょ
拳
ル
ド
制
度
の
廢
止
難
に
個
人
的A
由
競
爭
の
宣
布
の
後
を
承
け
て
、.組
直
想
は
旺
然
と
し
て
勃
興
す
る
に
至
つ
た。
こ 

の
傾
向
は
ィ
ギ
リ
スH#

.

い
そ
は
.
»パ
ー
ト
•
オ
ー
エ
ン
に
依
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
シ
ャ
ル
ル
*
7!
リ
エ
に
依
っ
て
代
表
せ 

ら
れ
た
o
.初
期
社
#
主
義
者
.は
勞
働
階
級
.の
組
合
を
啟
て
-
單
.，に
共
：同
生
產
若
く.は
共
同
_
買
の
た
め
に
す
る

一
時
的
結
合
た
ら
しk 

る
S

っ
で
蹵
せ
ず
V 

t
以
て
、
個
人
主
義
f

自

動

f

l

し
、
之
を
が
倒
し
、
而
し
て
新
組
合
社
會
秧
序
の
細
胞
た
ら 

し
め
ん
：̂
_し
た
の
'で
|

。
.か
く
て
.

「

勞
馨
組
合
の
思
想
は
國
民
が
自
ら
を
國
家
ょ
り
解
放
し
、
而
し
て
結
局
に

於
ぃ
て

讀

を

吸 

收
せ
ん
：.と
す
る
第
事
で
.

I
9
J

ハ
i

初
期
フ
ラ
ン
ス
k
合
運
動
の
偉
大
な
る
開
拓
者
は
前
記
フ
丨
リ
ニ
で
ぁ
る
が
、
斯

の

屋

の

最 

高
潮
時
は
：ル
ィ
•
ブ
ラ
ン
及
二
月
革
命
の
時
代
に
在
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

O

.
ブ

ラ

シ

ば

組

合

の

永

質

を

說

明

し

て

『

そ

の

た

め

に

人

間

が

、

そ

の

意

志

を

結

合

し

、

そ

の

才

能

を

配

合

し

、

共

同

事

業

の

た

め

共
 

•

す

^

所

.の
'原

理

で

ぁ

つ

て

、

此

共

同

事

業

I t

.

.
つ

き

-

各

人

^'
ぞ

0

能

ヵ

.に

1 '
&

;
て

貧

献

し

た

後

、

自

.已

：
'0:
«

望

：
に

應

じ

て

之

を

利
：：

：
：

 

，
ず

る

麻

忙

存

す

を

の

で

私

る

，o
ぎ

&

.

W

■
.

ひ

又

他

ヴ

個

所

#

、

：.

2

合

.：；て

：
，i i
-
文

字

は

、

.個

人

：が
:*
^ :
'

0'

晴

僚

.の
：笔

爾
.に
_
:
已

の

希

望

と

欲

漱
と
5:
;

#

合
ず
.'̂
'
に
至
る
が
灿
ぎ
事
態
を
指
示す

S:
ゆ
.と
言
<>
:て
が
る
o 

ラ
ゾ
ぬ
利
麥
の
瘦
帶
を
原
則
と
ず
る
家
族
.を
以
って
級
合 

の
規
輅
尨
ら
レ
办
ん
と
す.る
0
.
:彼
が
#

組
合
、::
'
そ
れ
は
家
族
の
：精
蜊
が
勞
修
：
(0
:

領
域
忆
移
人
さ
れ
た
家
憲
乜
あ
る0
.
.
紙

合

ば

拣

督

敎

の 

實
晛
で
あ
る』 (

？)

と
言
つ
て
ゐ
る
の.は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
の
目
的
は
金
社
會
を
組
合
化
し
、
此
れ
に
ょ
つ
て
自

EJ
1

競
爭
に 

立
脚
す
る
資#

家
社
#'
:

を
排
齓
し
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
解
放
ず
る
事
に
奮
0
,
蕋
じ
、
歡
に
ょ
れ
ぱ
組
合
の
眞
價
な
る
も
の
は
、
そ
れ 

抓
、
、
散
在
的
ノ
部
分
的
で
相
互
ぬ
競
铆
の
地
位
に
立
つ
限
衫
、
決
し
て
發
拇
せ
ら

」

る
る
も
の
で
ば
な
く>
普
遍
化
し
、
全
面
化
し
て
初 

め
て
眞
の
爾
步
を
窗
ら
し
得
る
も
の
で
£)
>

る
か』

で
あ
る
0

嫩
龜
ー
ロ’ふ
、.『

競
爭
の
お
に
組
合̂

接
木
す
る
'事
比
下
手
な̂

へ♦
ブそれ 

は
去
勢
衮
を
雨
性
者
と
取
換
へ
る
事
で
'
1

0

、
組

合

は

驚
^

&

鄉
で
あ
芩
ど
の
修
件
ね
ょ
な
て
め
み
邂
批
ど
も
、だ
ら
す
も
の
.で
あ 

る』

と
。
^
,
3
故
，に
一「

’度
»

合
が
#-

遍
化
、さ'る
る
に
.至
>̂
:

と
、

' 

.
そ
ぱ
新
し
き
經
濟
的
、
道
猹̂
勢
カ
&

化
す
^*

組
合
-
の
自
6'
は
個
人 

的
利
益
と
社
會
的
利
益

「

I

I

■

嗲

組

合

は

人0.舰
|

ず
れ
ば
危
惧
す1

如
く
決
娶
個
人
的
利
益
の
衝
動
を
抑
壓
ず
る
も 

め
で
は
扠
5

。|
蓋
し
•
ブ
.ラ
ン
^

J:
i

i

ぼ
、r

f

腻
迦
は
：世
人
が
祖
國-

た
め
に
、絲̂

^

办
，
鐵
を
'鍛
鍊
す
.る
£
.
と

を

敷

求

す

る

も

の

で 

はM

ハ
产
そ
が
は
人
が
他
人
め
た
め
と
同
じ
ぐ
自
己
の
た
め
に
絲
を
織
が
、
鐵
を
锻
鍊
ず

'ベ
：I

I

求
ず
も』

か
t

あ
る
。
效
に 

個
ん
的
特
姝
的
利'益
と
社
#'

的
‘

ふ
般
的
利
益
の
完
金
馨
合.
一
，が
：1
.

0

’ブ」
N

ン
：
は

組

合

制

酸

：の

.現
S

製

に
'優
る.一

1'

重
の
韵
益 

fc

指

摘

：し
、
考

っ

%

■
の
一
，が
、
各
人
に
於
い
て
ぞ.の
侗
人
的
利.益
5:
'

滿
足
ぜ
U

む

る

事

、
次

い

で

；そ
，

の
！，一

が

：
，社

會

的

利

益

の

勢

ブ

を

百

セ 

f'

る

奮

ょ

：っ
て
.個
人
的
利
益
を
是
認
し
少
か
ぐ
て
離#

を

哿

含

霞

せ

晷
.る

聖
.■る
？

明
か
に
し
て
ね
る0
0
4 

)
.

 

い
社

會

證

荜
CD
.不
可
缺
的
手
段
4
し
て
の
組
合
'の
：普
遍
傷
換
言
す
作
ば
社
會
雾
爾
的§

化
_

め
て
，
廣
汎
ハ
至
雜
の
業
で
•あ

か
t

l

i

v
客

會

ま
#
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，ブ
ラ
ジ'
の
社
會
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敦
總
系
 

1

2

六
セ
>

つ

て

：
、
籲

分

的

努

力

並

.に
*

立
的
俗
圖」

の
_

底
能
<
ず

ふ

脒

贫

麥
^
。
：
：
必̂
や
、
國
_

發
意
と
國
權
の
酿
カ 

必
毁
修
你
と
■ず
る0
,:.フ
-
K 

,
V
I:
日
ふ
.
4國
家
(0
:
'干
.渉
1
依
る
に
非̂
;

れ
ば
、
何
€>
.
干
渉
に
ょ
つ
て
、：：社#*
は
各
成
員
に
對
し
適
當
の
敎 

育
と
必
翦
CD
,.勞
働
.宇

段

を

與

へ

る

で

^

』

ぅ

か0
:
:
#
:人.汍
自
©

の
各
に
於
い
：：
て
、

&

由
の̂

め
に
權
威
原
现
0 

人
は
强
カ
な
る
政
庇
を
欲
求
す
す
る

1

i
:o
c
s>
然
^•
.ぬ

苘

じ

ぐ

國

家

と

ば

實

へ

'
、
か

が

备

抒

#

^
現
行
/1
/
;
.ネ
i

7
ィ
リ
ッ
ブ

の

(

王

政

^

、
 

撤
騰
的
國
家
1
俊
つ
.‘こ
.と
0
、
木
に
.緣
0:
9
魚
|:
;求
む
る
0
愚
&:
:
る
C'
と

：
は

f
m

ふ
迄
:̂
'
無

泠

先

づg
#

國
家
を
倒
瓌
し
て
、
國
權
を 

プ
ロ
レ
'タ
リ
ア
(D
:

*
裡
.に
收
め
な
け
れ
ば
な
ら
反
臂
知
和
る
意
瞰
が
を
^

ラ
^
比
敗
會
革
命
の
飨
十
着
涉
は
政
治
的
繁
即
ち
プ
ロ 

於
リ
I

祐
依
が
政
權
0 ;

誕
得
に
：始
象
る®'
#

獨
t

認
_

妗

'と
^

わ
強
« :

し
て
：左
0:

如
ぐ
*

$

 

,

.虐
し
社
會
改
革
ぞ
行
‘
事
が
％
氍
贷
务
る
您
ら
ぞ.政
治

改

苹

馨
$

故

こ

知

は

、
;'
'
.
こ̂
ど

同

氛

必

要

で

か

る

^

煢

し

、

0

^

 

妙
目
的
で
あ
れ
.

S

後
者
は
手
段
だ
か
ら
でI

。
蘑
合
原
理
怒
敝
教
し'
理
性
、
；
^

適
は
し
き
科
學
的
友
法
を
發
見
ず
る
の
み
で
比
充
分
で
'
は
な
w
'
o
r探
用
さ
.れ

を

腻

繁

實
.現
し
' 
S
つ
硏
究
ぬ
ょ
つ
七
も
た
ら
.さ
れ
た 

諸
力
法
を
衆
實
し
得
を
の
狀
態
に
仕
向
け
ね
ば
'な
ら
ぬ
0
;
:
;然
る
に
權
カ
长
は
組
織
ざ
れ
た
カ
で^

るo
,

權

カ

は

議

會

、

裁

判

所

、
.
軍

隊
 

即
ち
法
律
、.，判
決
及
銃
劍
S

H

重
勢
力
に
甚
ぐO
E
疋
を
嚷
段
と.し
て
取
り
上
げ.な
い
と
W

ふ
事
ゆ
'

妨
害
物 

f
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'

.
政
治
改
革
が
社
會
改
革
の
不
可
缺
的
散
一

'着
歩
た

^:
.
$ぎ
事
;»
,
.
:郞ち
务
づ
國
撒
釔
ブ

^
.レ：タ
9-
ア
0
手
：に
獲
得
し

^

け
れ
ば
、
 

の
政
櫬
ば
;,

'企
圖
す
る
社

#
改
革
0
道
を
終
對

^-
閉
塞
す
る
：障
碍

#

ど
な
^

o,'か
か
を
障
碍
物
を
先
づ
險
去
す
る
歡
机
母
ち
决
間
觸
で

あ
4

^

有
に
.引
用
.し
た
ブ」

フ
ジ
.

0
曾
句
ば
能
く
此
間
の
消
息
を
明
が
ば
じ
'て
，ゐ
‘
る
0

，
彼

ほ

吏§

<)
'
て

ゐる
：-

T

I

主

_

は

政

治

の

吐

. 

氤
.に
：
ょ0:
セ

愁

セ
©

穰
.と
な
?>
-

も
の
セ
あ
る』

馨

ネ

〕

-:
ヘ
ィ
：：：：

ぐ
'.
5

 

し
ぐ
'
 

.

か
ぐ
て
‘
_

主
8

實
與
は
政
權
に
依
賴
す
る
も
の
セ
歎
る
。
，ブ
ラ
'

X

に
俅
る
社
會
主
義0

政
治
化
1

こ
れ
彼
を
近
代
社
會
主
義
と 

I

つ
け
る
新
契
機
でk
.
る
6(

S)

：.ブ
ラ
v

f

れ
ば
、
：
社
會
裏
の
實
現
は■

ブ
ド
レ
タ
リ
ア
，に
ょ
る
國
權
の
掌
握
を
前
提
と
す
.

る
。
ま

シ
g

l

l

バ
■ブ
丨
フ
を
除
く
多
數
$

八

諧 

一
 

@

0

1

1

1

^

^

0

1

1

^

^

^
ブ
ラ
シ
_

と
共
通
で
.あ
り
政
治
的1

8

の
代
表
物
た
，

マ：
：
.ル
，ク
汾
ズ：

ム
：を
豫
瓶
ず
る.
o
.

「

當
時
ブ
.ラ
ジ
.
.の
'

|

主
義
£

對
職
的
'地
故
岭
あ
令̂

'「

嗽
民」

に
ょ
つ
て.獲
f

れ

た

國

權
£

會
變
革
過
程
I

い
セ
演
ず
S

具
I

任
務
に
、S

て
は
、
旣
I

會H

場
飪
會
農
^
 

. 

I

に
1

し
.た
o

f

ン
は
斯
く
のf

社
8

革
8

け
る
國
家
の
_

不

裏

慕

雷

$

s

i

m

 

M

A

$

i

£

^

O

K

l

^

f
 

•

…

が
I

組
合
原
理
の
至 

軋
彩
_
實
と
な
る
乜
权
.ら
ぅ』

タ(

9)

彼
が
愿
.ゲ
國
^

6會
主
_
者
な
0
.と
稱
叱
ら
る
る
所
以
サ
あ
る:0

,

'

ダ
ラ
|

處

國

權

の

宵

信

襄

る

か
.の
如
く
見
|

が
事 

そ 

の
.
.
發

意
0:
絕
_

甚

ビ

說

く

の

比

社

裏

荜

の

初1
換
言
ず
，れ
ぱ
§

化
過
程
の
_

 

國
家
の
發
。
 

意
ー
の..下

産

_

設

宏

.れ
_

數
の
楔
範
組
合
を
水
中
に
投
ぜ
為
た
小̂
 ̂

■

波
紋
が
順
次
擴
大
さ
れ
て
全
水
面
に
及 

ぶ
が
姒
&

栏

れ

等

義

の

組

合
1

藏
す
I

性
と
.利
益
と
I

發
散
す
る
傳
播
力
と
伸
 

爾
後
國
家
の
.積
.
.

ル

ネ

、
‘

-
ブ

ラ

\

の
_

主
義

繁

へ
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ぐ
ル.ィ
.，
7*
.ヲ
.ン
.ぃ
の
救
會
主
：_

龄
 

爸

ハ

べ
ー
.
.六-八
0〕

.

.極
■

制

的

干

管

要

填

し
.て
V〔

社

富

合

化

.の

書

成

就

し

得

零

の

蕾

管

確

信

ず

：
る

も

0;
で

_

o
即

ち

彼

は|

日
ふ
、

『

社

#
.
H場0.

設
立
後. 一

年
間
は
國
家
が
職
務§
階
等
を
^

ず̂
.る
0
-T
年
間
後
に
^
最
’早
同
様
で
.ば
^'
^

. 

•
.
.
國
家
の
任

穷

ば
同
®
生 

■產
の

垒

淤

間

遍

絡

の

鑛

持.を
瞻
り
共
茼
銃
制
：§

寧
養
罄
を
防
止
す
：.る
玛
|

歡

：れ
|

:

|

$
國
家
f

場
.の
銃 

馨

と

f
 

o
r
國
家
は
：競
I

武
器
.を
用
び
て
.暴
力
的
に
で
.は
な
く
マ
不
知
：不_
霖

.エ
業
を
和
解
せ
し
む
るo 

I家
.
I 

:れ
故
忙
決
し
て
瓯
勒
的'で
.は
な
^
4
換
言
ず
.れ
ば
、
*
合
は
關
係
者
.に
と
.
0
;
:
て
：
決

し

て

：
義

務

'
的

で

は

組

合

は

そ

れ

自

身

の

德
 

、
性
と
仲
張
力
ど
：f

つ
て
*
欠
ず
る
？
國
象
は
唯
、
：機
械
を
操
縦
す
：る
：一
.機
關
師
.
&
萏

'源
を

調

達

し

，
當

初

、■事
業

を

指

導

す

る
o
.
:
整

ロ

化

：事
業
の
.永
續

的

活

動
f

.裳

^̂ 

0
i 

的

活

動

に

し
-tr

度

國

家

に

よo

そ

組

：f

れ

た

以H

は
、

最

早

國

家

の

恒

久

的

午

渉

塞要
と
し

き

.
j此
點

に
.つ
い

て

ブ

ラ

ン
は 

'
# 

v

，
シ
.乇
ン

と

の

相

違

を
§-
ら

明

か

に

レ

て

、

サ
：參

シ：

モ
ン
：の

體

袭

於

い

て

は

國

家

は

産

業

そ

れ

に

永

久

タ
 

于

涉

ず$:
が

余

の

體

系

では
、
賞

は

ば

當

初

丈

け

の

必

要

物

であ
る
、
'そ
.れ
ぱ

大
.切
な

も
，
^
で
，
あ.る
が
、
萬
能
で
は
な
い
と
言0
て 

ベ
ゐ
る
？
'彼
ば

冒

ふ『

.サ
シ

、•
シ

モ

シ

の

敎
_
で
■は
國

家
I

樂

の

パ
t

K
で
：知

名

？
之
^

-

律

愚

へ

.る

許

辱

、
：曾
は
.ば

當

初

限

り
の
も

の

で

あ
る
0
.
:國
家
は
社
會
を
阪0.
上
に
置
く
に
す
ぎ.
ぬ
0

,社
會
は
一
.度

阪
の
上
鐘

.か 

れ

た

以
.上
、

'事

物

0
:唯

一

力

と

、
：
：
確

立

.さ

.れ
た

機

_

の

法

則

の
自
然
的
結
果
忙
志セ
、

> 

へ
そ
の
，阪
.の
11
1
か

ら

降
4

來

る

ド

.

.
サ
.ン
•
グ 

.

.

.

.モ' 
ン
..の
敎
義
で
ほ
社
餘̂

打
動
は
權
カ.
2
打
動
の
背
後
に
全
く
消
へ'る
0
余
の
計
書
で
は
社
會
は
權
カ
の
刺
激
を
受
け
る
が
、

J.

度
刺
激 

b

受
：&
^

.

上̂
1>
'
社
會
は
'唯
.權
.カ
.：0
盛
督
ぞ
受
乂.：る'
.以
外
最
早
.何
爾
に
 

:1ブ
ラ
：シ
：.は
か
：か
る
監
督
行
爲
の
挫
質

を
企
！
^

理
0
任
を
帶
ぶ

'る
^
技
肺
.の、モ
れ
に
親
し
セ
說
朋

;1
>
て
為
る
。、技
師

^
代
素
せ
^

る
'

〜

國
家
は
權
碧
爲

'^
ょ
ら
^
、'管
パ 

理
‘行
爲
校
太
つ

^
:行
_

す
る
0
翁
タ
>
:篇
家
の
此
朁
理
行

_

範
圍
を
擴
呔
す
名
と
弗
に
、

|

て
^

は
れ
、る

讓

の

籽

動
®

1
を
縮
少
ず
ー
る
事
杧
腐.心
ー
し
だ
も0

0
如
く
_で
务
る
。.
據
に
：ょ
れ
ば
、
紙
會
の
組
合
化
の
深
化
と
共
に
、
國
家
は 

1

^

.

1

1

1

^

,
塵
業
の
支
配
奢
の.她
位
か
ら
管
理
考
，立
法
者
の
地
位i

l

o

i制
度
下
の
如
き
國
民
め
主
人I

' 

公
霞
地
依
に
變
ず
る0
霊

的

.
,!
>

.露

的

地

：位
か
ら
後
見
的
、
、監
督
的
地
位
に
變
ず
る
0

y
vラ
シ
の
求
む
：る®

^

•決
し
て
憲
兵
國' 

家
^
は
な
^

^
從
僕
國
家
で
^

^
。
:̂ラ

；：；；

v
tt
か
ベ
の
如
く
^

し
て
'强
硬
な
.る
國
家
生
_

者
で
.脖
:&
い
0 

.
否
、
彼
：の
著
鬻
の
或
る
侗?/ 

4
ー
.|
;

國
家
^

#
を
酸
.ず
る
-節
さ「

へ.具
'へ'

)

今

^
0
く
、

『

吾
人
の
心
情
の
最
も
豐か
な

る
希
望
が
裏

切

ら

れ

ざ

.
る

な

ら

ば

吾
人
ヵ
最
-f

强 

力
^

^
で
旦
や
|

5

^

©

^

^
?:
必
要
と
.せ
茗
る
.そ
.の

;0
は
到
來
す
.る
セ
^

^

^

0兼
し
'-
,
'
.
'
»
:

社
會
：に
劣
等
：沮
つ
弱
少
食
石̂

^
の
.最
¥
苷 

f

倉

；
類

宏

せ4

汐
|

時
迄
は
後
聶
權
威
8

立
ft
菜

缺

I

と
：S

〕

由
是
S

、
佌
.人
；の
堞
々
彼
を
呼
ん
：
 

で
_

社
會
_

と
.呼

■

央
當
に
非
ら
ず
手
と
。盤

れ

專

妒

ぐI

?

ッ

歡
.、
ぶ

1
ド
べ
t

.

f
同
様
ね
彼
を
國
薄
、
 

囊

羅

列

に
f

 

筅

霍

馨

主

義

の

名
I

せ
ん
名
欲
す
.る
t

:
ば

或

繁
^

を

霖

H

装

ら

寧
' 

'
'
' 

，て
'

:

V
. 

• ' 

'V.

次
咬
國
家
形
_
儀

靡

で
_

.,?
0

^
ラ
：
:^

の
：求
;?
>

^
窗
家
形
德
:«
:

如
^

'̂:
2
>;1
>

洛

毫

和

彼
は
言
つ
：て
ゐ
る

，1

國
家
と
は
^

で 

あ

焉

.：

君
主
制
め
量
は̂

人

の

權

沒

:者
蕩

制
.馨

.る
。

：
.寒

屬

の〕

國
家
は
少
數
者
の
權力
、即
ち
數
人
の
腿
政
であ
る
。

業

制

.

9.

國
家
は
4
'靈

0
權
カ
測
ち
：多
數
者
の
福
诹
で|

0
嘸

籃

制

雀

家

は

ネ
^

ル

ラ

.

v

の、響

囊

洚

a
:

奔

1).
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>
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會
崔
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^
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b
v\

ハI.

六
‘」

ニ)

"

;

^

^
-:
<

成

最

飞

豐

戔
^

卷

^

^

で
即
ち
1

1

序
':
0
.

政
没
漆
_

〔

圏

,

^

.

.農

：の
支
配
■
:

る

種

.
层̂
々
自
蜃
、場
は
舊
的
で

.あ

るJ

臨

ハ

酵

パ

，
養

、

：

パ

：
.、

. 

.

、、思

：

H

貧

梦

麵
f

 

_

家

鬣

は

此

；
|

後
_

主

蒙

；_

%

:̂
>

る
.マ

彼

顏
^

^
 Q::

發
意
を
f

し
め
、
M

合
社
會
の
監

薯
ノ
立
法
箸
た
ち
じ
め
堂
言
る
國
家
は
此
民
主
制
國
家
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
が

「

若
し
吾
等
が
吾
等
の概
念

に

.依

つ
て
阈
家
を
_

 

せ
.よ
と
言
装
る
，
^

ば
奢
等
：は#

へ
务
ラ
、
國

家

荽

者

ぬ

礬_

,

系
|

ヒ
.，言
)̂

て
ゐ
る
馨
、
此
の
食
者
の
銀
行
家
たる

可

き 

國
家
な
為
念
は
前.記
浪
ま
淛
國
家.
■

す
ネ
の
.で
あ
浅
M

 

s
e
i
e
l
l
r

备
へ
る
の
も
亦
同 

ヒ

べ

民

着

讓
(0

別

名

；に
外
な
：ら

啕

讀

|

ヾ

馨
_

選

.#

の
熟
心̂

^

持
者
で
あ
る
。
彼
：に̂
れ

ば『

普
通
選
擧
は
自
凼
の
第 

保
證
た
|

^

:同
織
次
跌
序
0

璧

.條
件
で
あ
透
0

^

»

^
て
普
通
選
擧
の
.實
を
擧
げ
名
最
も
有§

る
選
擧
方
法
.と
し
て
彼
は
過 

.

.

.

.

^

數
代
表
賴
を
海.し
'て
：；'.
.
.
'
.
.
^

數

比

例

代

；表

制

；を
主
張
ず
ハ
る

0

.

3
.:)

旣
tt
熱
心
な
'暮
通

選

擧

の

禮

讃

者

蒙
_

に
缺
は
又
社
會
變
萆&.
暴
カ
^
伴

は

；
ず

、
，琳

靈

経

肇

命

暴

力

行

：爲
に
よ
ら
ず
、
.
：南

}
ジ
凌
ク：；

ラ
>
 

y
ス
の
力
に
よ
；つ
て
行
は
れ
る
。
科 

ハ
學
に
：よ
0
_
て
指
導
せ
|>
:
.
る
る
最
高
の
理
性
は
改
革.へ
の
|1

を

柘

べ

；

而

し

て

此

理

：烛

は

普

通

選

擧

か

.ら
生
れ
る
.代
表
議
會
に
具
體
化
さ 

へ
れ
る0
:
:
:勝

親

保
0

|

:
道」

は
；全
國
民
が
、1
#
に

:

.
そ
れ
丈
げ
'で
兔
分̂

あ
る
0

、
物

質

的

カ

並

：
忆

暴

カ

は

恣

フ

：

.ク»

體

荼

：の
.精

神̂

絕

對

忆

粧

容

れ

ぬ

も

の

，

.で
あ̂

C

擧

！

會f

を

實

現

ず

：
る

平

和

的

手

段

で

あ

^

:
た
。.
.更

：に

彼0
根
本
觀
念
は
諸
社
會
的
利
害
の.調

和

並

に

で

あ

つ

たO
C
16
V

階

級

_

爭

理

論

の
如
き
：は
全
く
彼
の
_
知
せ
.ざ
る

所
•で
あ
る
。

彼

は

謂

ふ

、

『

普

通

選

擧

を

採

用

す

れ

ば

、
最

早

謀

反

の

如

き

は

生

じ

な

い

。

_
普

.1
選
擧
に
手
.を
か
け
れ
ぱ
、
れ
亂
•を
祧
發
す
る
も
の
で
あ
る
0』

更

に
又

『

普

通

選

擧
に
基

く

國
民
.壬
權
を
外
にし
て

、

#
在
す

る
も
(D
fc
唯

、
一

暴

ガ

と

無

政

庇

.、
'
.流
血
が
乾
#:
'
で
あ
る』(

6 )

と
言
つ
て
‘社
會
變
幕
遂
行
の
安
全
辨
と
し
て
普
通
遝
擧
の
SI
要
性
を
强 

調
し
て
ゐ
る
。■'
ブ
ラ
ン

は

疒

モ

ク

ラ
シ
ィ
に

よ

る年
和
啲
敖
石
社
會
革
命
の
推
移
を
深
く
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
の
財
產
論
.は：『

社
會
主
勞
働
權

1;

と
題
す
る
チH

丨
ル
駿
論
の
：中
に
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

ブ
ラ
シ
は
財
產
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
？
彼
に
よ
れ
ば

『

財
產
は
自
然
權
で
あ
る
。
是
を
神
聖
に
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
而 

I
.
.
P
故
I

そ
萬
人
を
し
て
：其
の
利
益
を
享
受
せ.し
め
ね
ば
S

ぬ
O
J

(

.
p
:

『

鬣
は
人
性
に
固
有
に
し
て
、

社
會
に
不
可
缺
の
權 

利
で
あ
る
。
JE
に
こ
.の
故
に
こ
そ
，
こ.れ
を
特
權
と
:1
>
て
は
な
.ら
ぬ
；。

「

5£
に
こ
の
故
に
こ
そ
、人
性
に
屬
す
る
總
て
の
紫
を
し
て
財
康
權 

'の
.諸

利

益

を

享

得

せ

し

め

，
ね

ば

な

、ら

ぬ

o
.
.
要

は

財

產

を

否
9

で
，
は

尨

：
く

、

之

れ

を

.萬
人
の
利
益
.の
た
め
.に
謹
す
る
に 

在
る
0』(

18

'0
:然
る
に
現
行
.：社
會
を
考
察
す
る.に
、. こ

：.

の
自
然
權
を
唯
* 
.一
 

.部
少
數
者
に
許
容
し
、
萬
人
'を
し
て
之
れ
を
享
得
せ
し
め 

ず
、
萬
人
共
通
の
權
利
た
る
べ
き
も
の
を
特
權
に
墮
せ
し
め
て
ゐ
る
。

『

現
代
社
會
は
各
人
に
對し
、

捉
目
的
並
に
职
激
物
と
し
て
財
產 

仓
與
.ふ
る
事
が
な
い
-0
人
性
固
有
の
自
然
權
を
尊
重
し
て
ゐ.な

“：； 

.

;

.‘

-
人

性

看
.の
自
然
權
た
る
財
產
の
合
理
的
蕋
磔
た
る
べ
含
も
.の
は
ブ
ラ
:̂
f

生
れ
：る
.。
第，一

、.
.勞
働
に
由
來
せ
.ざ
：る
1
.
:切
の
財
產
は
槔
抵
な
き
も
の
、
：即
ち
不
法.で...
あ
る
0
第
二
、.
財

產

を

春

ざ

る

：一
切
の
勞
働

;は
賠
賞
な
き
;%
の
：、'
:
:即
ち
脑
制
妁
で
糸
名.0』

(

怒

：
，
こ

杳

一

.
珠

則

忙

老

f

 

K
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讓

系 

.

.
衷

(

：1
.六
<
ー5



%
ィ
：>
ヴ
ラ
ツ
£0
.抵
'#
主
：義
職
;#
八
0
、
 

C.T

六
A
四>

て
^
义

ぜ

.：.切
0

#
§
段
：藍

:#
の
腺
淀
濃
た
部
分
:0
净

帕

筆

.さ
：れ
て
ゐ
る
；0
想
て
.勞
働
す
る
た
め
.に
は
勞
働
チ
^

ず
-%
が
傲
に
、
之

办

篇

有

せ
#
る
も
の
拟
當
然
这
机
を
所
有
す
る
考
に
屈
服
す
る.0
,
,
仍
て
、
前
者
は
後
#
の
約
定
す
る
條
件
t-
c

默
從 

し
、
：取
餐
翁
は
勞
働
漭
の#
^

は̂
欢
為
：̂

唯
'>

勞
働
手
段
の
賃
料
を
支
拂
ふ<6
^
に
役
'±

つ
.事
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』 

«

>

-̂<
ヤ
現
在
社
會
に
於
^
冗
、1
*或
る
渚
の
財
產
は
他
の
者
の
勞
働
で
ぁ
る

』(

22)

現
行
社
會
の
財
產
は
不
芷
で
ぁ
る
と
言
は
な
け 

れ
ぼ 

f

%

o

.
;•
•
::
'

■
•
:
 

V 

f 

.

.
V
,

V

眞
禪
め
财
產'は
萬

人

亦

：自

然

權

と

し

、
て

1

樣

此

享

得

し

得
：：

ベ
：
く*
v

a
つ

自

己

の

勞

働

：
に
：
立

.脚
し
た
も
の
で.
な
け
れ
ば
な
ら.ぬ
。
こ
©
 

原
則
そ
實
現
す
名
方
珠
は
、
.
ブ

：
ラ
：
ン
：
：
に

'
ょ

れ

ば̂
勞

働

手

段

：
の

#

用

を

漸

次

，
一
；
般

化

ず
...

ベ
き
社
：會
制
度
を
確
立
：す
：る
事
、
換
言
す
れ
ば
：
 

個
人
'主
：義
.に
遲
く
現
社#

制
度
.
に
代
ふ
る
_

^

«
合
，に
-«

く
新
社
#

制
度
を
以
て
す
る.に
在
る』

U

S〕
.

ブ
ラ
，
ン

は

決

し

て

財

產

其

者

を

撒 

廢
せ
'
ん
と
脅
る
も
,0
:で
は
な
'い
::
>

そQ
；

現

行

社#

に
ょ
：
つ
"
て
.歪

曲

：せ.ら
：れ

た

自

然

權

;|
;

組
合
の
.建
設
_に
ょ
つ
て
是
-H

し
、
そ
の
㈣

畠
を_ 

均
し
く
萬
人
に#

得
.せ
：し
.め

ん
と
：す

る

杧

祛

名
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■ブ
ラ
.ン
の
掘
產
歲
膽
弟
 

八
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C
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(

五)

ブ

ラ

ン

の

思

想

的

源

泉

ブ
ラ
^
の
思
索
を
啓
^
じ
、
鼓
吹
し
た
る
前
任
者.の
中
で
先
づ
指
を
屈
す
べ
き
も
の
は
モ
レ
リ
イ
と
マ
ブ
リ
イ
で
あ
る
oそ
の
醬r

フ

:>>
•>'
•

■.V 

\ 

.. 

. : 
-
 
.
 

.

.

. 

.

.

.

:■
'
. 

- 

- 

- 

■ 

.

ラ
ン
：ス;^
命
史
：し
の
中
で
ブ
ラ.ン
故

彼

等

の

，
言

說

を

^
用
し
、
そ
の
社
會
改
造
の#
拔
な
る
着
想
に
讃
辭
を
虽
し
て
ゐ
る
。

「

自
己
の
能 

力
に
應
じ
て
坐
鹿
し
、
自
己
の
欲
望
に
應
じ
て
消
費
す
る
し
こ
と
は
旣
に
述

/へ
た
如
く
ブ
ラ
ン
の
社
會
改
造
の
指
檩
で
あ
る
が
、
此
定 

式

は

決

七

て

彼

；
の
，
創

見

で

は

な

く

、

f

施
功
に
應
じ
て
勞
働
を
分
配
し
、
欲
望
に
應
じ
て
生
產
物
を
分
配
す
る

J

と
い
ふ
モ
レ
リ
イ
が「

自 

然
法
典」

..：の

原

則

の

換

骨

奪

胎

，で

あ

る

.
0、
ブ

ラ.，ン
は
又「

勞
働
並
に
坐
產
手
段
の
共
同
使
用
を
確
立
す
る1
5.

」

の
モ
レ
リ
イ
の
言
を 

51
用
し
'て
ゐ
る
？
ブ
ラ
ン•に
よ
れ
ば
、：マ
ブ
リ
イ
■は
モ
レ
リ
イ
の
理
性
と
ル
ッ
ソ
ー
の
感
情
と
を
以
つ
て
、
人
間
は
能
力
並
に
欲
望
に
於 

い
て
は
不
平
等
で
あ
る
が
、.
_利
に
.於
い
て
は
平
等
で
あ.る
事
、
.各
人
は
神
よ
り
有
用
權
及
纸
活
權
を
受
け
た
る
が
故
に
、
自
己
の
能 

カ
を
發
'^
せ
し
め
、
.且
っ
坐#
條
仲
:'
$
:享
得
す
る
平
等
の
權
利
が
あ
石
と
思
考
む
た0

(

1〕

そ
の
先
蹤
モ
レ
リ
イ
と
同
じ
く
マ
ブ
リ
イ 

が
家
族
を
以
つ
：て
新
社
會
の
模
型.と
し
た
事
は
深
く
ブ
ラ.ン
を
.鼓
舞
し
炎
。
家
族
の
原
理
は
利
益
の
連
帶
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
が
龃
合
社 

會
の
糢
型
を
家
族
に
求
め
，た
の
は
こ
の
た
め'で
あ
る
。

モ
レ
•リ
イ
、-
マ
プ
リ
'イ
に
劣
ら
ず
-ブ
ラ
ン
：を
傾
倒
■せ
し
め
た
の
は
ル
ッ
ソ
ー

で
あ
つ
た
o
ブ
ラ
ン
は
ル
ッ
ソ
1
の「

人
間
不
平
等
起 

源
論」

を
以
つ
て
、
そ
O '
論
理
並
に
論
辯
の
激
越
に
對
し
て
何
物
も
比
肩
し
得
る
も
の
は
な
い
と
稱
揚
し
、
之
を
以
つ
て
當
時
の
社

#
の

禍
惡
及
_尊
:^
教
治
：に
對
す
る
陰
慘
な
名
宣
戰
布
吿
で
あ
る:̂
言
ひ
、
ジ
，ャ
；

V

 •
ジ
ャ
ッ
ク
はr

民
約
論」

に
於
い
て
は
、
人
民
主
權
の
理

> 

. 

. 

' 

.

論
を
確
立
す
る
：に
沒
頭
し.た
。
_彼
の
問
題
提
起
の
方
法
は
稱
講
す
べ
き
も
の
で
ぁ
る
と
言
っ
て
ゐ
る
0

0

0ル
ッ
ソ
1
1C
よ
つ
て
人
民

、
王1

、
普

通1

擧
の
，
觀
念
；を

學

ル

だ

ブ

ラ

ン

は

1

し

か

：し
皱
と
は
反

.對
に
直
接
人
民
政
府.に
關
す
る
ル
.ッ
ソ
ー
の
樂
觀
主
義
を
潔
し
と 

し
な
い
。
彼
は
人
民
の
興
像
化
を
排
す
る
。
彼
に
と
つ
て
、
人
民
は
權
カ
の
源
衆
で
あ
る
が
故
に
之
れ
を

''
^

像
視
:1

,
す
ベ
き
抽
象
的
實 

'
在
.で
は
な
い
。
人
民
は
長
：月
日
の^

發
と
敎
，育
と
を
必
要
と
す
る
大
衆
で
.
あ
る
。
そ
れ
：に
も
不
拘
、
彼
は
普
通
選
擧
を
市
民
の
根
本
的 

自
然
的
權
利
と
し
て
容
認
す
：る
。
ブ
ラ
.
ン
に
對
す
る
ル.
ッ

ソ

ー

の

最

深

の

影

響

點

：は

.天
賦
性
善
說
で
あ
る
。

.
.

ブ
ラ
.ン
は
又
モ
ン
テ
ス
キ

> 

1に
對
し
て
、
環
_

論
滩
|

-&
化
理
論
を
負
ふ
て
ゐ
る
が
、
«
は「

法
0
精

神」

，
の

敎

義

を

盲

受

せ 

ず
、
個
人
は
物
理
的
辕
境
0
所
產
ょ
.り
も
寧
ろ
道
德
的
、
.知
識
的
存
在
で
あ
る
：と
い
ふ
精
神
生
義
的
見
挪
を
强
調
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ 

:

>

1:|
:
是

正

し

.
て

ゐ

る

 

0

(

3)

'

て
，

'

";.
ノ

：

サ
シ•

：

シ
。モ
.ン
の
影
響
.に
就
セ
：は
、
ニ
兰
異
論
が.な
い
で
は
欢
い
：が
、
，火
體
爲
響
無
し
と
觀
る
：の
：が
安
全
で
あ
る
。
社
會
改
造
に
關 

す

サ

ン

、
，シ.モ
ン
と
ブ
ラ
v

o根
本
的
觀
念
：の
相
違
は
、.：前
者
の
指
：®

.；r

能
力
に
雇
:^
弋
各
人
に
9
仕
事
：：に
應
じ
て
各
能
カ.に』 

な
'る
.に
對

，
し

、

後

考

の

..：そ
れ
が『

各
人
は
能
カ
に
應
じ
て
坐
適
し
、
欲
望
：に
應
；じ
て
.消
費
す
.る』

::
^
る
點
忆
明
自
に
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

茲
に
サ
シ
，
シ
モ
ン
の
個
人_

的
■

に
對
し
ブ
:7
名
 

共
同
社
#
的
體
系
が
：好
對
照
を
示
し
て
ゐ
る
。

プ
1

1

,エ
と

の
關
係
は
.こ
れ
と

全
く
異
な
る
。

十
九
世
紀

前
半
期
に
於
け
る
フ

ー
リ

H

の
地
位
は
滕
倒
的
で
あ
り
、
四
十
八
年
の
諸 

社
#
主
義
考
に
對
す
る
影
響
は
深
大
で
あ.る
o
'現
存
社
會
o
»剖
、
；'分
け
て
&

戰

獨

占

、
商
業
に
對
す
る
批
評
は
ブ
ラ

ンp

深
く 

フ
ー

リH

に
負
ふ
所
で
か
る.0
.
^
ラ
*ン
ば
.又
ブ
V
.リ
エ
.の
所
勝
'「

愉
恍
な
る
！

JR

働」

.の
說
を
採
り
入
れ
た
。フ
丨

リ
エ
の
社
會
改
造
の 

標
語
は̂

良
己

0

資
#
忆
婦
&
、
自
已0 '

勞
働
'に

曼

、
.
^
己

0

^

 

此

點

サ

ン
*

シ
モ
ン

のそ
れ
と

同

A
ユ
一
一
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ル

彳

公

ン
0:
;

_

主
：義

額
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八
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一
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六
八
八
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欉
_
が

顏

歡

亂

歷^1
么

ゲ
¥
載

_

€(0
;

普

嚴
^

*ふ
私
^

^

_る
.明

由

で

ぁ

る
0ソ

.
一

 

' 

.

-:
?

 

w 

^
 

s

<

o

^

o

o
 

M
*

.
;

(

i-
3
v
. 

.
T
C
h
e
,
m
o
^
:
;
L
o
u
i
s
.
B

:r
n
-p
.
'
p
.
.
H
4
-
l

-O
T
.
.

.:.

'
ル
.オ

:'
*
ブ
.
.ラ
.ン̂

思
 ̂

就
中
、
：
其 

の
最
^
!
1
な̂
^

も
^

は
.フ
エ
'ル
：％
ナ
戈
げ
^
.ラ
'
.ッ.：サ
_ル
，
.
に

及

ぼ

 

國

家

的

補
 

助

を̂

つ
：
て

す

：
る

廣

働

者

坐

產

組

%
:0
設
泣
に
在
る
拿
は
遍X
人
：や
相
る
所
で
あ
る
が、

^
々
と'の
_

家

的
補
助
.を

以

つて
す
る
勞
働 

者

達
*

合
0
思

想

.»
決
.し
て
ラ
ッ」

サ
ル
自
身
の
創
見
で
は
な
く
、
殆
ん
ど
全
く
ル
イ■•
ブ
ラ
ン
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
此
事
實
はラ 

ッ
サ
ル
0
.鹿
11
1
*當
時
已
.に
典
論
敵
.̂
り
:1
.s

c
h
u
!2 :e-D€Htzs

:&> 

‘ 

Jul. 

F
a
u
c
h
e
r
,

 

W
i
r
t
h
,

 

: Vo
l
k
s
z
e
i
t
u
n
g

 

 ̂

等

に

依

つて
指
摘
せ 

ら
れ
炎
が
、
ラ

(

ッ
：

.

サ
'ル

等

の

：非
雛
に
激
し
、
彼
等.が
ル
イ
：：•ブ
•ラ
シ
：の
生
產
組
合
と.
-—
-
*.八
四
八
年
の
國
民H

場
と
を

ょ
く
識
別 

ず

、
、
響
^

^
同

せ

，
る

事

を
嗤

廣

的に

指

摘光

る
の

み

、
に

て

、
；
該

非

雛

肝

甚

の

ヾ

問

題

の

骨

子

た

.
る

自

己

の

ル

イ

•
ブ

ラ

シ

と
の
關
係

に 

關

：し

て

埤
-
極
扃
^
逃
避
的
應
度
を
採
り_
に
數
言
を
費
ず
.の
.
.み
で
'あ
る
0 

...

ラ
ッ
サ
.ル
白
く
、

『

余
.

は
..

ル
イ
•..ダ
ラ
ン
と
：：

4

致

す.，べ

き

動

機

を

有

し

な

い

。

余

.は
余
の
.

「

答
狀」
で
、
國
家
；に
ょ
る勞
働
の
組
織
を
求
め
は
し
な
か
つ 

馬

は
.§
^

き
:1

者
杧
任
.意
の
組
ム
ロ.の
.建
款
を
可
;.
^
な
ち
1

む
べ
，
き
國
家
の
.信

用

活

動

を

锞

求

し

た

の

み
で
あ
る0
.
.
.
加
之
、
余

は
ル

イ
r

ブ
，
ラ

，
ン
の
.阈民

一
-

經
濟
的
見
解
と
余
の
；：そ.れ
と
が
極
め
て
：著
し
く
相
隔
た
れ
る
も 

■ラ
ッ
サ
ル
^
辯
明
は
¥
怯
な
る
.逝
辭
で
.あ
る
0
彼
に
し
て
：誠
意
あ
る
な
らば
、
彼
が
ル
.：イ
•，ブ
ラ
iン
と
關
係
な
く
坐
產
組
合
の
思
想 

を
案
出
し
た
事
を
說
明
す
る.か
、
將
又
.ル
イ
•
ブ
.ラ
ン
の
思
想
を
借
用
せ
し
事
を
公
然
言
明
す
る
か
、
何
れ
か
の
#

に
出
ず
ベ
き
普
で 

あ
つ
た
0
然
る
に
彼
は
そ
の
孰
れ
：
.の
方
法
を
も
と
ら
な
か
つ
た
。
前
者
は
彼
の
明
か
に
爲
し
能
は
含
り
し
所
で
あ
り
、
後
客
は
彼
の
過 

度
の
自
負
が
こ
れ
を
許
さ
な
か
つ.た
。
.彼
枕
自
ら
勞
働
階
級
の.救
世
主
を
以
つ
て
自
任
し
て.ゐ
た
0

9)

彼
は
公
衆
を
し
て
自
己
の
短 

所
を
知
ら
し
め
度
X
は
な
か
つ
た
の
：で
、
か
く
は
懸
命
の
自
己
隱
蔽
策
に
出
で
た
の
で
あ

る

。

此
點
に
於
い
てse

i
n
w
a
c
h
t
e
r

も 

Louis Blanc und, die 

Revolution von 
1
00
4
00
.

の
著
^Paul Keller 
も
共
に
ラ
ツ
サ
ル
の
不
實
を
雞
じ
て
ゐ
る
。

ラ
ッ
サ
ル
は
ど
こ
に
も
ル
イ
，
ブ

ラ

ン

を

引
/1
]

し
.て
ゐ
な
い
，
0

唯
前
記
引
用
章
句
及
び
其
他
一一
一
の
個
所
に
.て
ル
イ
#

ブ
ラ
ン
の
名 

を
擧
げ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な>
ハ
。
し
か
.し
ラ
ッ
サ
ル
が
夙
に
ルイ
•
ズ
ラ
ン
の
田
心
想
を
知
つ
て
ゐ
た
琪
は
事
實
で
あ
る
。
ラ
ッ
サ
ル
傅
の
著 

者
オ
ン
ケ
ン
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
學
の
ラ
ッ
サ
ル
所
屬
の
學
生
團
の
間
に

^

サ
ン
*

シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
、
ル
イ
•
ブ
ラ
ン
の
影
響
が
及
ん
で 

ゐ
た
事
を
指
摘
し
て
ゐ
るo

又
當
時
の
フ
ラ
ン
ス.最
新
の
社
會
思
想
を
初
め
：て
系
統
的
に
獨
逸
に
紹
介
し
た
ロ
レ
ン
ッ
•

フ
ォ
ン
•

シ 

:

ユ
タ
ン
の
：名

著「

現
代
フ
.
ラ
ン
ス
社
會
主
義
及
び
共
產
主
義
し
は
ラ
ノ
サ
ル
の
學
生
時
代
た
る
ー
八
四
二
年
：に

S

行
さ
れ
て
ゐ
る
。
更 

に
一
八

四

五

丨

四

六

年

並

に

，
ー
八

»

六
4

四
七
年
の
：冬

に

ラ

：

ッ̂
.
ル
.
は
巴
與
に
遊
'ん
：だ
が
：、.
そ
0

淹

在

中「

獨
怫
年
誌」

の
環
境
中
に 

て
、
*

產
主
_

者
、
急
進
主
義
煮
と
交
遊.が
あ
つ
た
。
こ
の
，際
ル
イ
*

ブ
ラ
ン
の
、
勞
働
の
組
織

」

、
や
其
他
彼
.の
論
客
的
活
動
は
當
然

彼
'の

自

：に̂
つ
.た

管

で.あ
^

o 
.
.\?
く 

. 

ぃ

：

ル.
.イ
：

•

ブ
ラ
ン
ゐ
馨
主
義
系 

■八
五

(

，一,.六
八
九〕



ル

イ

ブ

ラ

シ

の

*
:#
注
震
系
ハ
 

八
^

(

一
 

ふ
ハ
九8
.

::

ラ
：»

>

;0

反
與
政
.
|
^
、
彼
の
國
家
信
用
を
以
つ
て
す
る
自
由
な
る
勞
働
者
生
產
紐
合
の
觀
念
は
彼
の
全
く
ル
イ
•
ブ
ラ
ン
に
得 

た
も
の
，_で

あ

，
る

事

祗

明

.
か

で

あ

る

°
.

其
根
本
見
解
に.於
ぃ
.
て

雨

者

全

.
く

軌

を

,—
*

,に

す

る

も

の

」

で
.
あ

る

o

唯

該

組

合

設

立

；の
手
續
に
關
し 

て
聊
か
湖
異
點'を
：見
讯
す0
,
即
ち
ラ̂

ル
■は
先
^
勞
働
苕
が
相
結
合
し
，
然
る
後
國
家
が
か
く
形
成
さ
れ
た
組
合
に
、
そ
の
經
營
'に
所 

0
の

資

金

融

通

を

行

ふ

：
ベ

'
き

摩̂

說

ぃ.て

ゐ

，
る

.に

對

し

、

ル

イ

•

ブ

ラ

ン

は

旣

述
:0

如
'く

先

づ

國

家

が

自

ら

の

手

で

組

合

を

員

_

し
て 

共
■

案

し

、.1

51
!

期
間
の
後
，
退
ぃ
て
そ
の
經
營
を
勞
働
#

の
.手
に
委
ね
.る
と
述
べ
て
ゐ
る
？
唯.
一：
の
相
異
點
は
茲
に#

す
るo

ハ
3〕

'

:

ラ
ッ
サ
ル
‘は
社
層
改
逍
の
先
決
條
件
と
し
て
政
權
獲
得
の
耍
を
說
ぃ
て

『

政
治
的
運
励
並
に
進
步
が
勞
働
者
に
何
の
關
係
な
し
と
信 

ず
る
こ
と
は
全
く
淺
雜
で
あ
る.0
こ
れ
.と
全
く
反
_

に
勞
働
策
は
自
己
の||
£

當
な
る
利
害
の
遂
行
を
唯
、
政
治
的
自
山
か
ら
.の
み
期
待 

す
る
事
が
出
來
る』

■?)

：
と
言
つ
て
ゐ
る
。
ブ
ラ.ン
が
社
會
龃
合
化
め
不
可
缺
條
件i

し
て
國
權
把
握
の
要
を
說
ぃ
て
ゐ
る
こ
と
は
旣 

に
述
べ
た
所
で
あ
る0

こQ

點
に
於
い
て
も
ラ
ッ
サ
ル
は
ル
イ

•
ブ
ラ
ン
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
又
ラ
ッ
サ
.ル
.
は

勞

働
階
級
の
.
解

放

は

生 

產

組.合
.の

键

設

に

ょ

つ

，

.て「

擧
に
成
就
せ
ら
る
る
も
の
で
は
な
く

「
社
#

問
題」

.

の
決
定
的
解
決
は
永
年
の
靡
業
で
あ
つ
て
、
國
家
補 

助
に
ょ
る
生
産
組
合
の
建
設
は
そ
の
刺
期
的
手
段
で
あ
る
と
述
べ
て
；ゐ
る
が
、
ブ
ラ
ン
も
同
じ
く
改
造
の

•
事
業
は
多
く
の
年
月
、
忍
耐
、 

成
熟
を
.要
し
、
逐
次
の
方
策
を
俟
つ
て
初
め
，て
成
就
さ
れ
る
も
の
と
見
て
ゐ
る

.。>
,

ッ
サ
：ル
は
坐
產
組
合
の
.
内

部

組

織

に

關

し

て

何

等 

兖

成

し

た

菜

：を

1
亦
'さ(

な
か
っ
、
た
。
こ
の
點
は

ブ

ラ

ン

.も
亦
同
樣
で
ぁ
る0

ラ
ッ
サ
ル
は
坐
產
組
合
に
對
す
る
國
家
の
任
務
を
眼
定
し
.て
、 

國
家
は
決
し
て
組
ム
ロ
の
指
導
奢
、
：支
配
考
の
.
邓

位

，
に

立

っ

も

の

.：
で

は

な

く

、
，
監

視

者

>

後

見

者̂

ゐ
る
が
、
此
の
點
ブ
ラ
シ
の
見
解
が
同
軸
な
る
こ
と
は
1

に
述
べ̂

所
で
あ
る
0

1

に
ラ
ツ
サ
ル
と
ブ
ラ
ン
の
相
似
點
を
指
摘
す
る
事
は 

ち

〕

て
闲
難
で
は
な
い
。
而
し
で
こ
の
相
似
は
：內
容
の
上
に
存
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
表
現
法
に
迄
及
ん
で
ゐ
る
。
斯
く
觀
じ
來
れ 

ば
ル

イ

•

ブ
ラ
ンQ

ラ

，

ツ
サ
ル
へ
與
へ•
た
る
影
響
は
極
め
て
葉
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ン
ガ

-

は
言
つ
て
ゐ
る「

ラ
ツ
サ 

ル
の
實
際
的
提
案
は
到
る
處
ル
イ•
ブ
ラ
ン
と
一
致
し
て
ゐ
る

」

と
0

0)

ラ
ッ
サ
ル
の
上
に
獄
要
な
る
影
響
を
與
へ
た
る
も
の
は
固 

ょ
り
火
し
て
獨
り
ル
イ•
ブ
ラ
ン
に
止
ま
ら
ず
、
力1

ル
•

マ
ル
ク
ス
あ
り、

W 
"
■
ド
べ
ル
ト
ス
が
あ
る
。
ラ
ツ
サ
ル
が
自
己
の
體
系 

の
重
要
な
る
一
源
痕
た
る
ル
イ
•
ブ
ラ
ン
を
故
意
に
閑
却
視
せ
ん

と
す

る

態
度
は
彼
の
た
め
に
深
く
惜_ま
る
る
所
で
あ
る
。
か
か
る

ラ
ツ
サ
ル
の
證
は
獨
り
ル
イ•
ブ
ラ
ン
に
對
し
て
の
み
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
も
亦
斯
か
る
災
厄
に
遭
ひ
、
た
め
に
ラ
ッ
サ
ル
と
の

.
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